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　前年度の歳入、歳出の執行が、適
切であったか審査し認定するもので
す。しかし、議会が認定しない場合
でも決算の法的効力には影響はなく、
長等の政治的・道義的責任の問題が
残るにとどまります。

ひとくちメモ
決算の認定
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あ
け
ま
し
て　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

区
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
平
成
十
五
年
の
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
杉
並
区
議
会
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
下
で
、
構
造
改
革
も
な
か
な

か
進
ま
ず
、
何
か
社
会
全
体
に
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
た
一
年
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
一
〇
月
杉
並
に
お
住
ま
い
の
小
柴
昌
俊
さ
ん

が
、
田
中
耕
一
さ
ん
と
共
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
と
い
う
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に

杉
並
区
の
誇
り
で
あ
り
、
名
誉
で
す
。「
夢
を
持
ち
つ
づ
け
、
地

道
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
語
る
小
柴
さ
ん
が
第
一
番
目

の
杉
並
名
誉
区
民
と
し
て
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
に
、
皆
様
方
と
共

に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

杉
並
区
は
昨
年
、
区
制
施
行
七
〇
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
で
し
た
。
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
記
念
行
事
を
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
さ
ら
に
二
十
一

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
及
び
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」、「
防
災
対
策
条
例
」、

「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」、「
自
治
基
本
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
「
自
治
基
本
条
例
」
は
区
政
運
営
の
最
高
規
範
と
な

る
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
こ
の
条
例
を
育
み
な
が
ら
、
皆
様
方
と

協
働
し
て
自
立
し
た
杉
並
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

区
議
会
も
、
こ
の
「
自
治
基
本
条
例
」
に
関
し
て
は
、
区
議

会
議
員
の
責
務
な
ど
を
加
え
る
修
正
を
付
し
て
可
決
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
議
員
自
ら
の
提
案

に
よ
り
、
議
員
定
数
を
四
名
削
減
す
る
条
例
を
議
決
し
、
今
年

四
月
に
行
わ
れ
ま
す
統
一
地
方
選
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
社
会
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
議
会
も
効
率
的
運
営

を
目
指
す
と
共
に
、
更
に
透
明
度
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
区
民
の
皆
様
の
幸
せ
と
明
る
く
豊
か
な

杉
並
の
ま
ち
を
築
く
た
め
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
、
議
員

一
同
心
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
杉
並
区
議
会
へ
の
よ
り
一
層

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
申
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

杉
並
区
議
会
議
長

梅
田
ひ
さ
え
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高
円
寺
南
児
童
館



�杉並区議会だより　平成１５年１月１日 NO.���

議席
番号１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１３２３３３４３５３６３７

氏　
　

名

く
す
や
ま
美
紀

新
城　

せ
つ
こ

と
か
し
き
な
お
み

く
れ
ま
つ
幸
代

河
津　

利
恵
子

小
野　
　

清
人

富
沢　

よ
し
子

星
野　

ゆ
き
路

堀
部　

や
す
し

ち
ば　

な
お
こ

小
倉　
　

順
子

原
口　
　

昭
人

欠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員

小
川　

宗
次
郎

太
田　
　

哲
二

樋
口　
　

蓉
子

横
山　
　

え
み

青
木　

さ
ち
え

関　
　
　

昌
央

富
本　
　
　

卓

梅
田　

ひ
さ
え

大
泉　
　

時
男

藤
原　
　

淳
一

鈴
木　
　

信
男

佐
々
木　
　

浩

上
野　
　

章
子

田
代　

さ
と
し

押
村　
　

貞
子

藤
原　
　

一
男

渡
辺　
　

重
明

青
木　
　
　

實

藤
本　
　

卓
三

伊
田
と
し
ゆ
き

河
野　

庄
次
郎

斉
藤　
　

常
男

望
月　
　

荘
平

山
崎　
　

一
彦

所
属

会
派

共
産

革
新

杉
ル

区
民

生
ネ

社
民

私
杉

杉
プ

維
新

杉
自

共
産

共
産

民
主無生

ネ
公
明

公
明

自
民

杉
自

杉
自

杉
自

共
産

共
産

杉
フ

杉
フ

民
主

民
主

公
明

公
明

公
明

自
改

杉
自

杉
自

杉
自

杉
自

共
産

常　

任

委
員
会

保
健

都
市

保
健

都
市

保
健

保
健

区
民

文
教

区
民

文
教

保
健

文
教

都
市

都
市

総
財

保
健

総
財

区
民

総
財

区
民

総
財

総
財

文
教

総
財

都
市

保
健

区
民

区
民

文
教

保
健

文
教

区
民

保
健

都
市

保
健

都
市

特　

別

委
員
会

道
交

災
対

清
掃

清
掃

道
交

道
交

災
対

自
治

道
交

清
掃

自
治

清
掃

災
対

自
治

用
途

自
治

清
掃

清
掃

自
治

道
交

自
治

道
交

清
掃

用
途

道
交

清
掃

道
交

自
治

清
掃

災
対

災
対

災
対

清
掃

道
交

自
治

用
途

住　
　
　
　
　

所

荻
窪
４
‐
７
‐　
２０

 

ベ
ル
ヴ
荻
窪　
２０２

和
泉
１
‐　

‐　
４８

１３

和
泉
３
‐　

‐　
６２

１８

 

ベ
ル
ウ
ッ
ド
ハ
イ
ム　
２０５

荻
窪
２
‐　

‐
２

２２

阿
佐
谷
北
５
‐　

‐　
１２

１３

天
沼
２
‐　

‐　
１６

１１

ニ ュー
オ
ギ
ク
ボ
マン
シ ョ ン 　
１０６

荻
窪
４
‐　

‐　

‐　

１０

１３

３０１

和
田
２
‐　

‐　
２１

１７

 

フ
ァ
ミ
ー
ル
和
田
Ｂ
号
室

阿
佐
谷
北
６
‐　

‐
５
‐　

２３

３０４

上
荻
１
‐
７
‐
３

 

プ
ラ
ネ
ッ
ツ
３
Ｆ

今
川
３
‐　

‐　

‐　

２２

１４

６０４

久
我
山
５
‐
７
‐　
１０

 

久
我
山
ニュー
ハ
ウ
ジ
ン
グ 　
８０３

松
ノ
木
１
‐　

‐　
１２

４５

 

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
松
島　
１０５

西
荻
南
４
‐　

‐
６

３２

 

　

ハ
イ
ツ
神
泉　
４０１

西
荻
北
４
‐　

‐　
１５

１１

方
南
１
‐　

‐
２

４７

高
円
寺
北
４
‐　

‐
６

１６

本
天
沼
１
‐
２
‐
８

西
荻
北
４
‐
８
‐
８

 

　

ア
ビ
タ
シ
オ
ン
西
荻　
３０２

和
田
１
‐　

‐
６

３１

永
福
１
‐　

‐　
３１

１９

西
荻
南
２
‐　

‐　
２７

１４

 

　

コ
ス
モ
ス　
１３

阿
佐
谷
北
４
‐
８
‐
６

天
沼
３
‐
９
‐　
１２

永
福
３
‐　

‐
２

３７

荻
窪
４
‐　

‐　
１１

１６

 
　

ド
ミ
シ
ー
ル
荻
窪
５
‐
Ｂ

井
草
１
‐　

‐
８

４４

宮
前
２
‐　

‐　
２５

３４

 

ド
ミ
ー
ル
宮
前
Ａ

今
川
２
‐　

‐　
１２

１０

阿
佐
谷
北
２
‐　

‐
５

３４

高
円
寺
南
３
‐　

‐
４

５１

上
井
草
１
‐　

‐
１

３３

梅
里
１
‐
３
‐　
１６

和
田
１
‐
７
‐
２

荻
窪
１
‐　

‐　
３７

１７

堀
ノ
内
３
‐　

‐　

‐　

４８

４７

１０１

電
話
番
号

　

６
１
７
０

５９３２
　

８
８
１
３

３３２９
　

５
９
３
３

５３０５
　

３
６
４
６

３３９８
　

６
６
４
７

３３３９
　

４
７
７
５

３３９８
　

９
８
２
３

３３９２
　

２
９
５
１

５３４０
　

４
７
４
０

３３３６
　

７
７
７
０

３２２０
　

２
１
９
５

３３９９
　

８
０
７
１

３３３４
　

１
９
０
０

５３０６
　

０
６
７
２

３３３２
　

１
０
２
５

３３９０
　

８
２
３
８

３３２８
　

３
９
８
７

５３７３
　

６
４
７
２

３３９９
　

４
１
０
３

５３８２
　

５
５
５
５

３３８４
　

３
４
２
８

３３２８
　

２
０
５
６

３３３１
　

８
０
２
９

３３３０
　

７
０
８
８

５３９７
　

６
４
８
８

３３２１
　

６
６
４
４

５３９７
　

３
８
４
８

３３９５
　

５
３
７
１

６７６５
　

５
５
８
５

３３９４
　

１
７
０
０

３３３６
　

１
１
２
６

３３１５
　

３
０
０
０

３３９９
　

４
２
２
３

３３１５
　

６
７
０
３

３２２９
　

８
３
０
１

３３９８
　

４
４
７
７

３３１３

�

�

�

�

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
頃
よ
り
「
杉
並
自
民
議
員
連
盟
」
に
対

し
、
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
衷
心
よ
り
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
日
本
は
今
ま
で
信

じ
て
き
た
神
話
が
次
々
と
崩
れ
、
国
民
全
体
が

自
信
を
失
い
、
様
々
な
制
度
疲
労
が
露
呈
し
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
に
は
、
抜
本

的
な
改
革
が
急
務
で
す
。
そ
の
改
革
の
大
き
な

柱
の
一
つ
が
地
方
分
権
の
実
現
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
山
田
区
長
は
積
極
的
に
様
々
な
政

策
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
会
派
内
に

「
政
策
研
究
会
」
を
設
け
、「
い
た
ず
ら
な
反
対

も
し
な
い
が
、
安
易
な
妥
協
も
し
な
い
」
精
神

で
二
元
代
表
制
の
一
翼
で
あ
る
議
会
と
し
て
、

ま
た　

名
を
擁
す
る
区
議
会
第
一
会
派
の
責
任

１２

と
自
覚
の
も
と
、
区
民
の
皆
様
の
生
活
向
上
に

む
け
て
全
力
を
傾
注
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
こ

の
厳
し
い
経
済
、
社
会
、
財
政
状
況
で
は
、
効

率
的
で
新
鮮
で
柔
軟
、
ま
た
し
っ
か
り
と
将
来

を
見
据
え
た
「
骨
太
の
政
策
」
の
提
言
、
周
知
、

実
現
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。
私
た
ち
も
４
月
に

は
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す
が
、
最
後
ま
で
精
一

杯
会
派
一
致
団
結
し
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
区

民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
公
明
党
に
対
し
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
頂
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞

が
あ
り
日
本
中
に
喜
び
の
声
が
上
り
ま
し
た
。

区
内
に
お
住
ま
い
で
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
宇
宙
物

理
学
を
切
り
開
き
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

し
た
小
柴
昌
俊
さ
ん
が
名
誉
区
民
の
第
一
号
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
私
達
に
と
り
ま
し
て
誠
に
誇

り
に
思
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ス
マ
ー
ト
杉
並
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
て
一

年
、
区
民
も
行
政
も
、
身
を
削
る
よ
う
な
思
い

で
こ
れ
に
取
り
組
み
、
厳
し
い
財
政
環
境
に
置

か
れ
な
が
ら
も
、
財
政
運
営
の
健
全
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
近
の
日
銀
の
金
融
経

済
月
報
で
は
、
景
気
の
総
括
判
断
で
は
「
回
復

に
向
け
て
の
不
透
明
感
が
強
ま
っ
て
い
る
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
引
き
続
き
、

本
年
も
厳
し
い
財
政
事
情
が
続
き
ま
す
が
、
公

明
党
は
「
生
活
者
の
政
治
」
を
基
本
に
、
皆
様

の
、
生
活
の
安
心
と
安
全
を
守
る
為
に
最
大
の

努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
、
当
面
の
具
体
策
と
し
て
、・
少

子
高
齢
化
、・
障
害
者
福
祉
、・
環
境
の
問
題
、・

零
細
企
業
、
商
業
者
、・
教
育
文
化
、
等
に
力
を

注
い
で
い
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

��������

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
小
泉
内
閣
の
も
と
で
く
ら
し
が
一
層

き
び
し
く
な
り
、
石
原
都
政
で
も
福
祉
・
教
育

の
切
り
捨
て
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
く
ら
し
・
福
祉
・
教

育
を
守
る
区
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
山
田
区
政
の
も
と
で
、
出
張
所

の
廃
止
。
菅
平
学
園
の
公
募
・
入
札
な
し
の
売

却
。
湯
河
原
す
ぎ
な
み
荘
・
自
然
村
・
富
士
学

園
・
弓
ヶ
浜
学
園
を
一
億
円
余
か
け
新
装
し
、

企
業
に
無
償
貸
与
。
老
人
福
祉
施
設
を
区
有
地

提
供
で
建
設
し
、
営
利
企
業
へ
委
託
な
ど
区
政

の
企
業
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
的
責
任
を
放
棄
し
、
全
て
コ
ス

ト
計
算
で
区
民
に
負
担
を
強
い
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

保
育
料
の
「
引
き
上
げ
」、
私
立
幼
稚
園
保
護

者
の
負
担
増
、
家
庭
ゴ
ミ
の
「
有
料
化
」、
保
育

園
・
児
童
館
の
民
間
委
託
化
推
進
、
そ
の
上
、

学
校
規
模
の
適
正
化
等
の
名
に
よ
る「
統
廃
合
」

な
ど
驚
く
べ
き
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
区
議
団
は
介
護
保
険
料
の
減
免
な
ど
福
祉

の
充
実
、　

人
学
級
、
教
室
の
冷
房
化
な
ど
子

３０

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
改
善
、
住
基
ネ
ッ
ト

の
不
参
加
を
つ
ら
ぬ
く
な
ど
努
力
し
ま
す
。

　

企
業
の
利
益
優
先
の
区
政
か
ら
区
民
の
く
ら

し
・
福
祉
・
教
育
を
守
る
、
あ
た
た
か
い
区
政

へ
の
転
換
を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
す
す
め
る

た
め
全
力
を
上
げ
て
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

��������	


　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
に
は
、
す
こ
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
よ
り
、
区
議
会
と
「
民
主
党
・
区
民

連
合
」
に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
「
民
主
党
・
区
民
連
合
」
は
七
名
の

議
員
で
会
派
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
尊
重
し
、
同
時
に
結
束
を
固
く
し

な
が
ら
、
少
し
で
も
住
み
や
す
い
杉
並
区
の
実

現
を
目
指
し
、
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
景
気
・
経
済
は
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル

の
状
況
で
あ
り
、
区
財
政
も
依
然
と
し
て
、
厳

し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
、
同
時
に
期
待
の
で
き
る
将
来
展
望

を
持
ち
な
が
ら
、
区
長
・
山
田
宏
さ
ん
と
も
更

に
連
携
を
強
め
、
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
私
た
ち
の
基
本
的
な
考
え
を
、
お
示

し
い
た
し
ま
す
。

◆
あ
ら
ゆ
る
事
業
で
の
行
政
改
革
を
徹
底
す
る
。

◆
税
金
の
使
途
の
優
先
順
位
を
明
確
に
す
る
。

◆
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
へ
の
対
応
を
急
ぐ
。

◆
リ
サ
イ
ク
ル
・
環
境
施
策
の
充
実
を
計
る
。

◆
ま
じ
め
に
働
き
、
納
税
し
て
い
る
区
民
サ
イ

ド
の
視
点
か
ら
、
政
策
・
事
業
を
確
立
す
る
。

　

本
年
四
月
の
区
議
会
選
挙
よ
り
、
議
員
定
数

が
四
名
削
減
さ
れ
、
四
十
八
名
に
な
り
ま
す
。

　

厳
し
い
時
代
で
す
が
、
勇
気
と
元
気
を
基
本

と
し
て
、
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。
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年頭にあたり、議会各会派のあいさつをお届けします。会派とは、同じ意見をもつ議員が集まって作るグループのこ
とで、現在、杉並区議会には六つの会派があり、五一人の議員のうち四十人が所属しています。
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� NO.���杉並区議会だより　平成１５年１月１日

　
　

年
第
四
回
定
例
会
は　

月
５

１４

１１

日
開
会
し
、
二
五
日
間
の
会
期
を

終
え　

月　

日
閉
会
し
ま
し
た
。

１１

２９

　

初
日
に
五
つ
の
特
別
委
員
会
の

活
動
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
５

日
、
６
日
、
７
日
の
三
日
間
で
十

一
名
の
議
員
が
区
政
一
般
に
つ
い

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
、
条
例
案
、
平
成　
１３

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど

の
議
案
を
上
程
し
、
理
事
者
の
説

明
を
受
け
た
後
に
、
決
算
及
び
自

治
基
本
条
例
を
除
い
た
議
案
は
、

関
連
す
る
各
所
管
委
員
会
に
付
託

し
ま
し
た
。
ま
た
、
専
決
処
分
の
、

報
告
を
承
認
し
ま
し
た
。
自
治
基

本
条
例
に
つ
い
て
は
、
重
要
案
件

の
た
め
、
議
員
全
員
に
よ
る
自
治

基
本
条
例
に
関
す
る
特
別
委
員
会

を
設
置
し
審
査
す
る
こ
と
に
決
定

し
、
決
算
に
つ
い
て
も
、
議
員
全

員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
で
審

査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
終
了
後
、
自
治
基
本
条
例

に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
開
き
、

正
副
委
員
長
を
互
選
し
ま
し
た
。

続
い
て
決
算
特
別
委
員
会
を
開
き
、

正
副
委
員
長
を
互
選
し
ま
し
た
。

　
　

日
か
ら
は
、
各
常
任
・
特
別

１１
委
員
会
を
開
き
、
条
例
案
件
、
補

正
予
算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
は
決

１８

２６

算
特
別
委
員
会
を
開
き
、
決
算
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
は
、
決
算
特
別
委

２６

員
会
終
了
後
、
本
会
議
を
開
き
、

杉
並
名
誉
区
民
条
例
等
は
付
託
を

省
略
し
、
表
決
を
行
い
可
決
し
、

続
い
て
、
職
員
の
給
与
改
定
に
伴

う
条
例
改
正
案
等
を
上
程
し
、
理

事
者
の
説
明
を
受
け
た
後
、
総
務

財
政
委
員
会
、
文
教
委
員
会
に
そ

れ
ぞ
れ
付
託
し
、
本
会
議
終
了
後
、

委
員
会
を
開
き
審
査
し
ま
し
た
。

　
　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
は
自

２７

２８

治
基
本
条
例
に
関
す
る
特
別
委
員

会
を
開
き
、
条
例
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。　
　

　

最
終
日　

日
は
、
各
委
員
会
に

２９

付
託
し
た
議
案
の
審
査
経
過
の
報

告
後
、
自
治
基
本
条
例
を
除
く
全

議
案
を
原
案
ど
お
り
、
可
決
及
び

認
定
し
、
自
治
基
本
条
例
の
修
正

案
及
び
修
正
案
を
除
く
原
案
に
つ

い
て
、
表
決
を
行
い
可
決
し
ま
し

た
。
続
い
て
自
治
基
本
条
例
に
付

す
る
付
帯
決
議
が
議
員
か
ら
提
出

さ
れ
、
説
明
後
、
質
疑
応
答
、
意

見
発
表
を
行
い
、
表
決
の
結
果
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
議
案

の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ

れ
た
小
柴
昌
俊
氏
を
杉
並
名
誉
区

民
に
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、

杉
並
区
長
の
在
任
期
間
に
関
す
る

条
例
は
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

３８３９４０４１４２４３４４４５４６４７４８４９５０５１５２

真
々
田　

邦
義

武
田　
　

周
吾

門
脇　
　

文
良

木
梨
も
り
よ
し

横
倉　

た
か
お

川
上
ひ
ろ
ま
さ

西
村　
　

文
孝

山
川　
　

義
三

宮
原　
　

良
人

大
室　
　

義
郎

吉
田　
　
　

武

小
泉　

や
す
お

本
橋　
　

昭
治

曽
山　
　
　

繁

今
井　
　
　

讓

共
産

杉
フ

民
主

民
主

民
主

民
主

公
明

公
明

公
明

自
民

自
民

杉
自

杉
自

杉
自

杉
自

区
民

文
教

総
財

文
教

都
市

総
財

総
財

区
民

都
市

区
民

総
財

文
教

総
財

都
市

文
教

災
対

災
対

自
治

用
途

用
途

自
治

用
途

用
途

道
交

道
交

災
対

災
対

用
途

用
途

用
途

高
円
寺
南
１
‐　

‐
９

１６

高
円
寺
南
４
‐
７
‐
５

成
田
東
５
‐
３
‐　
２７

浜
田
山
３
‐
１
‐　
１５

和
泉
４
‐　

‐　
 

清
野
方

２１

１９

南
荻
窪
１
‐　

‐
１

１４

久
我
山
５
‐　

‐　
１５

２１

下
井
草
５
‐
２
‐
５
‐　
４０２

和
田
３
‐　

‐
４

２２

方
南
１
‐　

‐
３

５３

高
円
寺
北
４
‐　

‐　
２０

１３

南
荻
窪
１
‐　

‐　
４０

１５

下
井
草
３
‐　

‐　
３９

２６

久
我
山
１
‐
６
‐
２

高
井
戸
東
２
‐
３
‐
４

　

３
４
５
０

３３１２
　

９
２
１
０

３３１２
　

８
０
７
２

３３９８
　

９
３
２
１

３３０４
　

１
６
２
７

３３２２
　

１
７
７
２

３２４７
　

２
４
４
２

３３３１
　

８
３
３
０

３３９７
　

０
８
８
１

３３８０
　

２
８
１
１

３３２１
　

２
７
０
３

３３３７
　

６
７
７
８

３３３３
　

０
０
８
１

３３９５
　

７
６
５
１

３３３３
　

８
２
７
２

３３０４

議
員
名
簿
中
の
所
属
会
派
・
構
成
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
は
左
記
の
と
お
り
。

◇
所
属
会
派
・
構
成
◇

杉
自
＝
杉
並
自
民
議
員
連
盟
（
十
二
人
）

公
明
＝
杉
並
区
議
会
公
明
党
（
八
人
）

共
産
＝
日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
（
七
人
）

民
主
＝
民
主
党
・
区
民
連
合
（
七
人
）

杉
フ
＝
杉
並
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
三
人
）

自
民
＝
自
由
民
主
党
杉
並
区
議
団
（
三
人
）

生
ネ
＝
杉
並
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
区
議
団
（
二
人
）

革
新
＝
都
政
を
革
新
す
る
会
（
一
人
）

杉
プ
＝
杉
並
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
一
人
）

無　

＝
無
所
属
（
一
人
）

維
新
＝
平
成
維
新
（
一
人
）

社
民
＝
社
会
民
主
党
（
一
人
）

私
杉
＝
私
た
ち
の
杉
並
を
つ
く
る
会
（
一
人
）

区
民
＝
杉
並
区
民
会
議
（
一
人
）

杉
ル
＝
杉
並
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
一
人
）

自
改
＝
自
由
民
主
党
改
革
連
盟
（
一
人
）

◇
常
任
委
員
会
◇

総
財
＝
総
務
財
政
委
員
会　

区
民
＝
区
民
生
活
委
員
会　

保
健
＝
保
健
福
祉
委
員
会　

都
市
＝
都
市
環
境
委
員
会　
　
　

文
教
＝
文
教
委
員
会　
　
　

◇
特
別
委
員
会
◇

自
治
＝
地
方
自
治
・
分
権
等
調
査
特
別
委
員
会　

道
交
＝
道
路
交
通
対
策
特
別
委
員
会　

用
途
＝
用
途
地
域
対
策
特
別
委
員
会　

災
対
＝
災
害
対
策
特
別
委
員
会　

清
掃
＝
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
一
名
の
辞
任
に
伴
い
、　

月
５
日

１１

の
本
会
議
で
議
長
が
新
し
く
一
名
の
委

員
を
指
名
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

委
員
長　

今
井　

讓
／
副
委
員
長　

山

川
義
三
／
委　
　

員　

富
本　

卓
・
大
泉

時
男
・
藤
原
淳
一
・
鈴
木
信
男
・
※
渡
辺

重
明
・
武
田
周
吾
・
木
梨
も
り
よ
し
・
横

倉
た
か
お
・
西
村
文
孝
・
大
室
義
郎
・
本

橋
昭
治

（
※
新
委
員
）
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
去
年
今
年
貫
く
棒
の
如
き
も
の
」と
い
う
高

浜
虚
子
の
有
名
な
新
春
句
は
、
そ
の
斬
新
さ
、

耳
に
ひ
び
く
語
調
の
鋭
さ
で
、
山
田
宏
区
長
の

政
治
姿
勢
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

わ
が
会
派
は
杉
並
の
自
立
安
心
を
め
ざ
し
て

改
革
に
強
い
意
志
と
実
行
力
を
発
揮
し
て
い
る

区
長
と
連
携
を
し
、
ま
た
、
よ
り
一
層
の
区
政

発
展
に
む
け
て
様
々
な
分
野
で
調
査
・
研
究
を

す
す
め
提
言
・
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
協
力
・
信
頼
関
係
を
保
ち
な
が
ら

一
方
で
真
摯
な
議
論
を
深
め
て
参
り
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
か
ら
信
託
い
た
だ
き
ま
し
た
私

ど
も
の
任
期
も
本
年
４
月
ま
で
と
な
り
ま
し
た

が
、
振
り
返
っ
て
も
確
実
に
杉
並
区
政
は
前
進

し
て
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
２
月
か
ら
の
第
一
回
定
例
会
で
は
本
年

度
予
算
や
他
の
議
案
が
提
出
を
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
、
昨
年
か
ら
継
続
審
議
と
な
り
ま

し
た「
杉
並
区
長
の
在
任
期
間
に
関
す
る
条
例
」

に
つ
い
て
は
、
民
主
主
義
の
一
つ
の
ル
ー
ル
を

確
立
す
る
う
え
で
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
非
常
に
重
要
な
議
案
と
捉
え
て
お
り
ま
す
の

で
誠
実
に
対
処
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

お
わ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
区
民
の
皆
様
の

ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

わ
が
会
派
の
決
意
と
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
に
は
、
期
待
に
満
ち
た
新
し
い

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
自
由
民
主
党
杉
並
区
議
団
に
対

し
て
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
９
月　

日
に
は
、
小
泉
さ
ん

１７

が
戦
後
初
め
て
、
首
相
と
し
て
北
朝
鮮
を
訪
問

し
ま
し
た
。
時
代
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
、

世
界
か
ら
孤
立
す
る
北
朝
鮮
の
扉
を
開
い
た
あ

の
劇
的
な
瞬
間
に
明
る
い
未
来
を
夢
見
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
二
人
の
日
本
人
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
さ
れ
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
特
に
、
小
柴
昌
俊
先
生
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
同
じ
杉
並
区
民
と
い
う
こ
と
で
二
重

の
慶
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
会
派
で
は
、
こ
う
し
た
明
る
い
話
題
が

本
年
も
見
聞
で
き
ま
す
こ
と
を
願
い
つ
つ
「
夢

と
希
望
を
持
ち
し
っ
か
り
前
を
見
て
進
も
う
」

と
い
う
こ
と
を
年
頭
に
あ
た
り
誓
い
ま
し
た
。

　

地
域
に
暮
ら
す
皆
様
の
福
祉
の
向
上
に
は
、

環
境
、
教
育
、
健
康
ど
の
分
野
に
あ
っ
て
も
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
政
治
的
課
題
が
潜
在
化

し
て
お
り
、
真
剣
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

私
ど
も
会
派
は
、
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
に
向

け
、
山
田
宏
区
長
と
も
手
を
携
え
一
生
懸
命
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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区
政
一
般
に
つ
い
て
一
一
人
の
議
員

が
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

米
国
は
イ
ラ
ク
攻
撃
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
日
本
共
産
党
は

独
自
訪
問
団
を
派
遣
し
イ
ラ
ク
の

査
察
無
条
件
受
け
入
れ
を
確
認
し

た
。
小
泉
総
理
は
国
際
協
力
が
重

要
と
有
事
法
制
を
成
立
さ
せ
、
米

国
へ
の
協
力
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　
「
米
国
の
海
外
で
の
戦
争
に
日

本
が
参
戦
し
、
国
民
の
権
利
と
自

由
を
奪
う
本
質
」
は
変
わ
ら
な
い
。

有
事
法
制
に
反
対
を
言
明
す
べ
き
。

�

国
家
急
迫
不
正
侵
害
に
対
し
、

法
整
備
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

�

小
泉
内
閣
の
も
と
、
く
ら
し

と
経
済
は
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。
不
良
債
権
処
理
に
よ

る
失
業
、
倒
産
な
ど
で
所
得
減
が

生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
医
療
、

介
護
、
年
金
、
雇
用
保
険
で
３
兆

円
余
の
負
担
増
、
配
偶
者
特
別
控

除
の
廃
止
、
消
費
税
免
税
点
引
下

げ
な
ど
、
国
民
に
痛
み
を
強
い
、

そ
の
一
方
で
大
企
業
に
は
２
兆
円

減
税
の
検
討
な
ど
逆
立
ち
政
治
で

問答問

あ
る
。
国
民
い
じ
め
の
施
策
は
中

止
す
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
は
。

�

経
済
危
機
の
打
開
と
総
合
的

な
対
策
は
不
可
欠
。
改
革
の
中
止

で
は
な
く
、
実
行
だ
と
考
え
る
。

�

J
R
阿
佐
ヶ
谷
・
西
荻
窪
駅

改
築
で
大
型
店
出
店
計
画
が
あ
る
。

調
整
条
例
で
は
、　

�
を
超
え
れ

５００

ば
大
型
店
で
あ
る
。
共
産
党
は
、

要
綱
・
調
整
条
例
の
制
定
へ
努
力

し
て
き
た
。
大
型
店
で
あ
れ
ば
法

律
の
規
定
に
よ
る
住
民
説
明
が
ル

ー
ル
で
あ
る
が
実
施
さ
れ
て
な
い
。

両
駅
の
出
店
概
要
を
示
せ
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
会
社
法　

条
は
「
地
域
経
済

１０

に
与
え
る
影
響
か
ら
中
小
企
業
の

事
業
、
利
益
を
侵
害
し
な
い
よ
う

特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
要
旨
で
あ
る
。
地
域
経

済
へ
の
違
法
性
の
見
解
を
求
め
る
。

�

阿
佐
ヶ
谷
駅
の
店
舗
面
積
は

　

�
。
西
荻
窪
駅
は　

�
で
あ
る
。

８００

５５０

　

条
は
Ｊ
Ｒ
自
身
の
規
定
で
あ
り
、

１０区
の
判
断
は
困
難
で
あ
る
。

答問答

�

区
長
は
、
今
後
の
区
政
へ
の

取
り
組
み
に
対
し
ど
の
よ
う
な
心

境
か
。
当
選
の
前
後
を
振
り
返
り
、

今
後
何
を
な
す
べ
き
と
思
う
か
。

�

本
来
の
自
治
を
築
き
上
げ
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
真
の
繁

栄
と
区
民
の
安
寧
を
実
現
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。
情
報
を
共
有
し
参

画
の
仕
組
み
を
つ
く
り
上
げ
た
い
。

�

地
方
へ
の
税
源
移
譲
の
具
体

策
が
見
送
ら
れ
た
が
、
区
長
は
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
。

問答問

�

税
財
源
の
移
譲
が
具
体
化
さ

れ
る
よ
う
、
国
へ
働
き
か
け
た
い
。

�

基
本
計
画
の
前
期
５
年
間
の

財
政
計
画
は
見
通
し
で
大
丈
夫
か
。

�

環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
実

施
計
画
の　

年
度
ま
で
の
財
政
計

１７

画
を
策
定
し
た
。
特
別
区
民
税
も

同
様
に
見
直
し
を
し
て
い
る
。

�

①
ミ
ニ
市
場
公
募
債
発
行
へ

の
考
え
②　

区
財
政
担
当
課
長
会

２３

の
協
議
内
容
③
本
区
で
発
行
す
る

場
合
の
目
的
と
方
法
を
伺
う
。

答問答問

�

区
民
健
診
の
内
容
を
、
時
代

の
変
化
に
よ
る
疾
病
構
造
の
変
化

や
進
歩
に
合
わ
せ
、
よ
り
レ
ベ
ル

の
高
い
効
率
の
よ
い
内
容
に
す
べ

き
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
①
肺
が

ん
検
診
に
お
け
る
、
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ

Ｔ
の
導
入
②
乳
が
ん
検
診
に
お
け

る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
導
入
③
眼

科
健
診
に
お
け
る
矯
正
視
力
検
査

と
眼
圧
測
定
の
導
入
で
あ
る
。
健

問

診
で
生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
発
見

率
を
上
昇
さ
せ
、
が
ん
死
亡
率
減

少
効
果
や
、
失
明
率
減
少
効
果
を

あ
げ
る
に
は
、
受
診
率
向
上
が
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

�

①
喫
煙
防
止
対
策
等
を
含
め

た
総
合
的
な
が
ん
予
防
対
策
の
一

環
と
し
て
研
究
課
題
と
し
た
い
②

区
内
に
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
施
設
を
持
つ
医
療
機
関
が
少
な

答

�

①
区
民
の
区
政
へ
の
参
画
意

識
の
一
層
の
高
揚
に
寄
与
す
る
と

考
え
る
②
証
券
発
行
や
満
期
一
括

償
還
方
式
な
ど
一
定
の
考
え
を
ま

と
め
た
③
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ

対
象
事
業
を
選
定
し
持
ち
き
り
や

す
い
５
年
債
な
ど
を
検
討
す
る
。

�

①
ペ
イ
オ
フ
が
２
年
間
延
び
、

基
金
の
運
用
先
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
安
全
性
・
効
率
性
を
ど
う
保
つ

か
。
③
職
員
か
ら
資
金
管
理
の
専

門
家
の
養
成
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答問

�

①
②
で
運
用
基
金
は
、
決
済

性
預
金
を
中
心
に
し
、
積
立
基
金

は
、
各
基
金
の
総
合
化
で
運
用
資

金
の
大
型
化
や
中
・
長
期
の
運
用

を
す
る
。
当
面
半
分
程
度
を
安
全

性
や
効
率
性
の
よ
い
５
年
以
下
の

国
債
、
残
余
を
主
と
し
て
定
期
性

預
金
で
運
用
す
る
。
預
金
先
は
、

安
全
な
金
融
機
関
と
す
る
。
③
資

金
管
理
担
当
係
長
を
リ
ー
ダ
ー
に

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
選
択
す
べ
き

金
融
機
関
の
基
準
等
を
策
定
し
た
。

答

く
、
高
度
な
読
影
技
術
を
伴
う
こ

と
な
ど
、
検
査
体
制
の
整
備
が
必

要
な
た
め
研
究
課
題
と
し
た
い
③

効
果
的
な
早
期
発
見
や
眼
科
受
診

の
勧
奨
方
法
な
ど
を
研
究
し
た
い
。

か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
推
薦
を
含

め
、
受
診
率
に
つ
い
て
は
、
大
幅

に
向
上
さ
せ
る
策
を
考
え
た
い
。

�

病
後
児
保
育
に
つ
い
て
、
①

対
象
を
区
内
の
６
歳
以
下
の
全
て

の
児
童
へ
拡
大
し
、
病
児
保
育
ま

で
も
含
め
て
ほ
し
い
②
当
該
施
設

数
を
、
３
ヶ
所
以
上
に
増
設
し
て

ほ
し
い
。
見
解
を
伺
う
。

�

感
染
症
へ
の
対
応
や
そ
れ
に

伴
う
施
設
整
備
の
あ
り
方
等
難
し

い
課
題
も
あ
り
、
需
要
の
動
向
、

実
施
自
治
体
の
事
例
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
研
究
し
た
い
。

�

議
会
傍
聴
者
の
子
ど
も
の
一

時
預
か
り
機
能
と
、
区
役
所
職
員

の
た
め
の
企
業
内
保
育
室
機
能
、

問答問�

み
ど
り
の
減
少
を
く
い
止
め
、

学
校
や
保
育
園
等
の
公
共
空
間
、

民
間
の
屋
上
緑
化
を
考
え
よ
。
取

組
み
と
計
画
を
伺
う
。

�

み
ど
り
の
基
本
計
画
に
基
づ

き
緑
化
施
策
を
展
開
し
、
屋
上
・

壁
面
緑
化
の
助
成
制
度
の
活
用
や

区
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
み
ど
り
の
基
金
の
運
用
、
公

共
施
設
の
新
た
な
場
所
の
緑
化
、

民
間
の
緑
化
指
導
の
強
化
な
ど
総

合
的
に
取
組
み
た
い
。

�

介
護
施
設
入
所
待
機
者
へ
の

対
応
で
整
備
目
標
と
計
画
を
伺
う
。

�
　

年
度
ま
で
の
実
施
計
画
で

１７

は
１
年
以
内
の
入
所
を
目
標
に
入

所
型
施
設
を
整
備
す
る
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
全
体
で　

人
の

５００

新
規
入
所
で
対
応
し
た
い
。

�

公
共
施
設
へ
の
託
児
室
や
授

乳
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
「
子
育

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
提
案
す
る

が
、
保
健
福
祉
計
画
、
実
施
計
画

に
お
け
る
目
標
や
計
画
を
伺
う
。

問答問答問

�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
考
え
を
進

め「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
す

べ
て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
）

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
施
策
を

位
置
付
け
計
画
的
な
整
備
を
図
る
。

�

①
実
施
計
画
で
教
育
改
革
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
具
体
化
は
ど

の
よ
う
に
図
ら
れ
る
の
か
。
②
自

ら
学
ぶ
力
の
育
成
等
で
行
っ
て
い

る
こ
と
は
何
か
。
③
学
校
と
地
域

の
絆
を
強
め
る
方
策
等
は
ど
の
よ

う
な
計
画
か
。

�

①
大
き
な
財
政
負
担
を
伴
う

も
の
に
つ
い
て
盛
り
込
ん
で
い
る
。

②
基
礎
的
基
本
的
な
事
項
の
理
解

の
定
着
と
自
ら
学
ぶ
意
欲
の
育
成

に
力
を
注
い
で
い
る
。
③
学
校
評

議
員
制
度
等
を
計
画
に
掲
げ
た
。

�

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
に
沿

う
文
化
行
政
の
総
合
的
な
計
画
と

「
文
化
立
区
」
へ
の
施
策
展
開
を
。

�

「
文
化
の
杉
並
」
に
向
け
て
、

文
化
行
政
施
策
の
一
層
の
充
実
策

を
検
討
し
た
い
。

答問答問答 駅
上
立
地
を
生
か
し
た
駅
前
保
育

所
機
能
を
併
せ
持
つ
保
育
施
設
を
、

区
役
所
内
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

見
解
を
伺
う
。

�

実
測
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

答

�

介
護
保
険
事
業
計
画
の
改
定

で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
の
見

込
み
、
そ
の
提
供
を
ど
の
よ
う
に

確
保
し
て
い
く
の
か
。　

�

必
要
量
は
利
用
者
の
意
向
及

び
利
用
状
況
等
か
ら
設
定
し
て
い

る
。　

年
度
に
は
、
一
部
を
除
き

１９

　

％
提
供
で
き
る
見
込
み
と
し
て

１００い
る
。

�

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

�

本
年
度
の
給
付
費
に
不
足
が

生
じ
た
場
合
に
充
当
す
る
ほ
か
、

次
期
事
業
運
営
期
間
の
第
１
号
保

険
料
へ
の
充
当
を
考
え
て
い
る
。

�

阿
佐
谷
、
高
円
寺
地
域
な
ど
、

み
ど
り
が
少
な
い
地
域
の
み
ど
り

を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
い
く

の
か
。

�

屋
上
・
壁
面
緑
化
や
接
道
部

緑
化
に
向
け
た
助
成
制
度
の
活
用

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
区
民
や
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
る
緑
化
対
策
を
進
め

問答問答問答

る
。
併
せ
て
、
ま
ち
か
ど
公
園
や

街
路
樹
な
ど
の
整
備
、
学
校
な
ど

公
共
施
設
の
緑
化
を
進
め
、
み
ど

り
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

�

区
民
セ
ン
タ
ー
の
空
き
室
状

況
の
情
報
提
供
や
申
し
込
み
等
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
簡
易

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

�
　

年
７
月
稼
動
を
目
指
し
、

１５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
等

を
活
用
し
た
公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
構
築
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

�

小
学
校
で
の
不
登
校
対
策
の

充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

�

「
杉
並
ふ
れ
あ
い
フ
レ
ン
ド
」

の
派
遣
や
済
美
教
育
研
究
所
の
教

育
相
談
活
動
な
ど
を
通
し
て
不
登

校
児
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

都
の
事
業
で
あ
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
」
の
活
用

も
図
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
小
学
校
に
も
拡
大
配

置
す
る
よ
う
教
育
長
会
が
、
都
教

育
委
員
会
に
要
望
を
出
し
て
い
る
。

問答問答

�

①
高
井
戸
中
学
校
改
築
計
画

時
に　

学
級
必
要
と
し
た
が
、　

１５

１２

問

学
級
で
建
設
し
た
。
教
育
委
員
会

は
推
計
の
誤
り
を
ど
う
思
う
か
。

今
後
の
区
長
の
区
政
運
営
に
つ
い

て
問
う

環
境
、
福
祉
、
教
育
・
文
化
等
の

施
策
を
拡
充
し
実
施
せ
よ

高
井
戸
図
書
館
・
社
会
教
育
会
館

は
現
状
で
の
存
続
を
求
め
る

介
護
保
険
事
業
は
サ
ー
ビ
ス
の

　
　

確
保
と
保
険
料
の
抑
制
を

米
の
イ
ラ
ク
攻
撃
、

　

有
事
法
制
に
反
対
を

時
代
に
即
し
た
健
診
事
業
を
！

区
役
所
内
駅
前
保
育
所
実
現
を
！

��������	

　１２月３日（火）、区議会議場において、今年が初めての

開催となる「障害者区議会」が行われました。テーマは

「地域で安心して暮らすために望むこと（日常生活や災

害時における対策について）」でした。知的障害者２０人、

身体障害者１５人、精神障害者４人の合わせて３９人の障害

者が一日議員として出席しました。会議中は手話通訳に

加え、筆記通訳によって発言がスクリーンに表示されま

した。

　梅田議長の開会宣言、山田区長のあいさつ、があり、

その後障害者議員代表が、一人暮らしをしたいができる

環境作りと支援、就労機会の整備、障害者の意見や考え

をきいてほしい、２４時間体制の相談窓口の設置、災害弱

者への対策、差別・偏見をなくすノーマライゼーション、

路上段差や放置自転車などの障害物対策など様々な質問

が行われ、区長や部長等が答弁しました。活発な発言と

答弁があり、２時間余りの議会を閉会しました。

こま講習会
（上荻児童館）
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学
校
選
択
自
由
化
で
さ
ら
に
過

大
に
な
り
、
プ
レ
ハ
ブ
建
設
で
対

応
し
た
。
教
室
不
足
に
は
、
併
設

の
高
井
戸
図
書
館
を
移
設
し
教
室

に
す
る
計
画
だ
が
、　

年
に
８
億

１０

８
千
万
円
を
か
け
て
建
設
し
た
図

書
館
の
新
た
な
建
設
は
無
駄
遣
い

で
あ
る
。
図
書
館
移
転
先
の
高
井

戸
社
会
教
育
会
館
は
２
万
人
が
利

用
し
て
お
り
廃
止
は
許
さ
れ
な
い
。

　

②
共
産
党
は
、
学
校
希
望
制
度

を
廃
止
し
、
適
正
な
学
区
域
に
変

更
を
行
い
対
応
す
べ
き
と
思
う
が
。

�

①
予
測
し
難
い
地
価
の
下
落

で
住
宅
建
設
が
進
ん
だ
た
め
。
②

学
区
域
変
更
は
「
区
立
学
校
適
正

規
模
検
討
委
員
会
」
で
議
論
す
る
。

学
校
希
望
制
度
は
廃
止
し
な
い
。

�

小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
校

長
会
の
要
望
は
雨
漏
り
、
臭
い
ト

イ
レ
、
プ
ー
ル
改
修
な
ど
緊
急
で

あ
る
。
即
対
応
す
べ
き
だ
が
。

答問

�

緊
急
な
も
の
か
ら
対
応
す
る
。

�

児
童
館
、
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど

は
、
様
々
な
措
置
に
よ
り
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
き
た
。

児
童
館
運
営
の
し
く
み
及
び
学
童

ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
検
討
会
報
告
案

は
児
童
行
政
を
コ
ス
ト
だ
け
で
は

か
り
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
杉

並
の
レ
ベ
ル
を
く
ず
し
、
公
的
責

任
の
放
棄
に
つ
な
が
る
。
公
的
職

員
で
対
応
し
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
は
補
完
的

位
置
付
け
と
す
べ
き
だ
が
。

�

運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
委
ね
る
。

�

高
井
戸
保
育
園
の
公
設
民
営

化
問
題
へ
は
父
母
の
強
い
批
判
や

怒
り
が
出
て
い
る
。
区
は
公
立
保

育
園
の
役
割
を
重
要
と
し
つ
つ
、

コ
ス
ト
第
一
「
ス
マ
ー
ト
す
ぎ
な

み
計
画
」
で
決
定
と
し
た
。
計
画

段
階
か
ら
保
護
者
の
意
見
を
き
く

べ
き
で
あ
る
。
撤
回
す
べ
き
だ
が
。

�

民
間
委
託
含
む
対
応
は
必
要
。

答問答問答

�

保
健
福
祉
計
画
素
案
で
「
食

の
安
全
確
保
」
が
明
記
さ
れ
た
。

食
の
問
題
を
十
分
受
け
止
め
て
い

く
方
針
か
。　

�

そ
の
よ
う
に
考
え
る
。
素
案

の
①
区
民
の
不
安
解
消
へ
の
取
り

組
み
②
食
品
添
加
物
、
表
示
に
対

す
る
監
視
指
導
の
強
化
③
食
中
毒

防
止
対
策
の
強
化
④
食
品
営
業
者

等
の
自
主
管
理
理
体
制
の
指
導
育

成
、
こ
う
し
た
事
業
を
通
じ
、
Ｂ

Ｓ
Ｅ
（
狂
牛
病
）
や
虚
偽
表
示
な

問答

ど
の
健
康
危
機
に
迅
速
に
対
応
し
、

区
民
と
の
双
方
向
の
情
報
報
交
換

を
行
い
、
食
の
不
安
や
不
信
を
解

消
し
た
い
。

�

（
食
品
の
安
全
確
保
の
た
め

の
）
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
消
費
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
食
品
関

係
営
業
者
等
を
交
え
た
意
見
交
換

の
場
）は
、自
治
体
で
も
実
施
さ
れ

る
べ
き
だ
が
対
策
を
示
さ
れ
た
い
。

�

相
互
理
解
に
重
要
で
あ
る
。

様
々
な
形
で
継
続
的
に
実
施
す
る
。

問答

�

文
化
・
交
流
協
会
の
事
業
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
目
的
も
変
化
し

て
い
る
は
ず
。
認
識
を
伺
う
。

�

地
域
で
共
生
す
る
機
会
の
創

出
、
国
際
性
豊
か
な
地
域
社
会
づ

く
り
の
事
業
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

�

協
会
も
、
時
代
に
即
応
し
た

事
業
の
開
発
、
専
門
性
を
も
つ
職

員
の
育
成
な
ど
で
、
自
立
的
な
運

営
が
求
め
ら
れ
る
が
、
組
織
の
役

割
や
活
動
方
針
、
事
業
の
優
先
度

を
当
事
者
、
区
民
の
参
画
で
、
ま

た
、
外
国
市
民
の
実
態
調
査
や
区

問答問

民
の
意
向
調
査
も
行
い
再
検
討
す

る
仕
組
み
を
設
け
る
べ
き
だ
が
。

�

自
立
的
運
営
の
促
進
の
観
点

で
、
区
民
参
画
の
拡
大
の
た
め
協

会
の
組
織
形
態
等
を
検
討
し
た
い
。

�

「
子
ど
も
行
政
」
は
何
を
意

味
す
る
か
。
全
庁
的
な
連
携
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
が
如
何
か
。

�

子
ど
も
に
関
す
る
総
合
的
な

施
策
の
推
進
の
意
味
で
用
い
て
い

る
。
関
係
部
門
が
連
携
し
施
策
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

答問答

�

交
通
不
便
な
久
我
山
・
上
高

井
戸
周
辺
地
域
を
循
環
す
る
ミ
ニ

バ
ス
を
運
行
し
て
ほ
し
い
と
い
う

区
民
か
ら
の
要
望
が
起
こ
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
上
高
井
戸
一
丁
目

の
京
王
線
八
幡
山
駅
か
ら
久
我
山

商
店
街
通
り
を
抜
け
て
久
我
山
駅

前
の
人
見
街
道
を
左
折
し
て
、
富

士
見
ヶ
丘
駅
を
越
え
て
八
幡
山
の

駅
に
達
す
る
コ
ー
ス
を
循
環
す
る

の
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
基
本
コ
ー

ス
に
接
続
す
る
小
さ
な
輪
の
コ
ー

ス
を
つ
く
り
、（
停
留
所
の
ボ
タ

ン
で
バ
ス
を
呼
ぶ
）
デ
マ
ン
ド
方

式
も
採
用
す
べ
き
だ
が
。
ミ
ニ
バ

ス
の
運
行
を
実
現
す
る
た
め
に
区

か
ら
の
積
極
的
な
バ
ス
会
社
へ
の

働
き
か
け
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

�

バ
ス
運
行
の
た
め
に
、
国
土

交
通
省
、
警
視
庁
及
び
地
域
を
所

管
す
る
警
察
署
と
の
協
議
や
バ
ス

事
業
者
の
採
算
性
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
バ
ス
事
業
者
に
情
報
提
供

な
ど
を
し
な
が
ら
運
行
可
能
性
に

問答

つ
い
て
の
検
討
を
働
き
か
け
た
い
。

�

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
大
浴
場
の
入
浴
時
間
が
午
後
４

時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
午
後

７
時
ま
で
の
延
長
は
で
き
な
い
か
。

�

施
設
管
理
上
の
問
題
や
関
係

団
体
と
の
調
整
な
ど
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
等
も
あ
る
。

延
長
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

�

放
射
５
号
線
の
計
画
に
つ
い

て
、
玉
川
上
水
の
自
然
を
残
し
て

ほ
し
い
と
い
う
区
民
の
要
望
を
、

区
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

区
は
、
区
民
の
要
望
を
都
に
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
る
か
。

�

計
画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
多
方
面
か
ら
の
考
察
、
検
討

を
深
め
る
と
と
も
に
、
関
係
者
に

十
分
説
明
し
、
意
見
や
要
望
を
聞

き
、
よ
り
良
い
計
画
案
と
し
て
合

意
形
成
を
は
か
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
立
場
で
事
業
を

進
め
る
よ
う
都
に
要
望
し
て
い
る
。

問答問答

�

環
境
博
覧
会
全
体
の
運
営
に
、

「
環
境
」
の
視
点
か
ら
ど
の
よ
う

な
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
か
。

�

博
覧
会
全
体
を
環
境
配
慮
行

動
の
場
と
位
置
付
け
、
出
展
団
体

問答

や
来
場
者
へ
の
周
知
を
図
っ
た
。

出
展
・
協
力
団
体
に
は
レ
ジ
袋
の

使
用
抑
制
、
再
利
用
出
来
る
資
材

の
使
用
、
ご
み
の
持
ち
帰
り
な
ど

を
求
め
、
会
場
に
ご
み
箱
を
設
置

�

障
害
の
あ
る
人
や
要
介
護
者

の
区
政
へ
の
参
画
な
ど
を
進
め
る

た
め
、
Ｉ
Ｔ
講
習
で
は
障
害
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
を
求
め
る
。

�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
外

出
な
ど
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
方

た
ち
の
参
画
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
の
活

用
な
ど
を
含
め
て
取
り
組
み
た
い
。

�

障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
と
訓

練
の
場
の
拡
充
策
が
必
要
で
あ
る
。

民
間
へ
の
就
労
促
進
と
共
に
、
区

の
全
庁
的
取
り
組
み
を
求
め
る
。

�

商
工
関
係
団
体
へ
の
働
き
か

け
に
よ
る
職
域
開
拓
、
企
業
へ
の

職
場
定
着
支
援
、
就
労
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
空
き
店
舗
の

活
用
に
よ
る
場
の
拡
大
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。
区
職
員
の
採
用
、

区
施
設
で
の
雇
用
の
場
の
提
供
を

し
て
き
て
い
る
。

�

外
国
籍
住
民
に
直
接
請
求
な

ど
を
含
め
た
参
政
権
を
認
め
、
区

政
へ
の
参
画
の
拡
充
を
求
め
る
。

外
国
人
市
民
会
議
の
設
置
や
区
職

員
の
採
用
に
お
け
る
国
籍
条
項
の

原
則
撤
廃
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

�

会
議
は
設
置
し
な
い
が
、
特

問答問答問答

�

区
が
あ
え
て
小
中
一
貫
校
の

必
要
性
を
主
張
し
、
積
極
的
に
提

案
し
た
理
由
は
。

�

小
中
９
年
間
を
見
通
し
た
教

育
課
程
の
創
造
を
め
ざ
し
た
も
の

で
あ
る
。

�

新
し
い
教
育
の
実
現
に
あ
た

っ
て
は
、
区
民
提
案
も
募
集
す
べ

き
だ
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
つ
く
る

学
校
も
否
定
し
な
い
が
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
で
つ
く
る
学
校
も
認
め
て

い
く
べ
き
で
は
。

�

実
際
に
特
区
を
申
請
し
た
後

の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

�

資
料
購
入
費
が
減
り
、
相
談

業
務
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
と
、
図
書
館
は
た
だ

の
貸
本
館
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

新
宿
区
で
は
図
書
館
の
資
料
購

入
費
を
削
減
し
な
い
た
め
に
図
書

館
の
統
廃
合
を
進
め
る
と
い
う
。

区
で
は
今
後
も
新
た
な
図
書
館
の

建
設
を
進
め
る
と
い
う
が
、
大
丈

夫
な
の
か
。

問答問答問

�

効
率
的
な
運
営
と
時
代
に
あ

っ
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
現
在
図
書
館
運
営

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

�

経
済
低
迷
は
深
刻
で
、
多
く

の
人
々
は
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
新
た
な
知
識
技
能
の
修
得
に
迫

ら
れ
て
い
る
。
図
書
館
も
、
大
人

の
生
涯
学
習
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

や
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
・
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機

能
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
く
べ
き
だ
が
。

�

区
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
つ

か
み
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。
図

書
館
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
に

つ
い
て
は
、
課
題
の
ひ
と
つ
と
受

け
止
め
て
い
る
。

�

選
挙
直
前
と
な
る
来
年
度
当

初
予
算
は
暫
定
予
算
と
し
、
公
会

堂
改
築
は
見
送
る
べ
き
。

�

き
わ
め
て
政
治
的
な
判
断
が

必
要
で
あ
り
、
慎
重
に
考
え
る
こ

と
に
な
る
。

答問答問答

せ
ず
、
来
場
者
へ
は
、
マ
イ
バ
ッ

グ
の
持
参
、
資
源
の
分
別
、
模
擬

店
で
の
皿
の
再
利
用
を
し
た
。
運

営
上
の
必
要
性
と
環
境
配
慮
の
兼

ね
合
い
を
考
え
な
が
ら
、
で
き
る

限
り
環
境
へ
の
影
響
の
少
な
い
使

用
方
法
を
工
夫
し
て
い
る
。

�

区
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
ぼ
り

旗
を
使
用
し
て
い
る
が
、
環
境
上
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

�

生
地
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
、
支

柱
は
非
塩
ビ
系
樹
脂
と
材
質
も
環

境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
も
の
を
繰

り
返
し
使
用
し
て
い
る
。

�

各
団
体
へ
の
補
助
金
が
妥
当

な
の
か
、
外
部
監
査
な
ど
を
含
め

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

�

行
政
効
果
と
経
費
負
担
の
観

点
で
精
査
し
、
整
理
合
理
化
す
る
。

問答問答

�

政
策
決
定
過
程
に
つ
い
て
、

よ
り
積
極
的
に
区
民
へ
情
報
を
提

供
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
の
か
。

�

手
続
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に

充
実
を
図
り
た
い

�

町
会
・
自
治
会
の
役
割
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
る
が
、

区
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
新
た
な
地

域
活
動
団
体
と
連
携
し
、
地
域
社

会
全
体
の
活
性
化
を
視
野
に
入
れ

た
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。
区
政
運
営
に
あ
た
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
促
進
し
、

区
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
区
と
町
会
・
自
治
会
と
の
多

様
な
協
働
関
係
を
築
き
た
い
。

問答問答別
区
の
職
員
採
用
は
、
公
権
力
の

行
使
ま
た
は
公
の
意
志
決
定
へ
の

参
画
の
可
能
性
が
低
い
職
種
の
国

籍
要
件
を
順
次
削
除
し
て
き
て
い

る
。

�

国
民
年
金
法
改
正
で
取
り
残

さ
れ
た
高
齢
外
国
人
や
障
害
の
あ

る
人
へ
、
各
地
の
自
治
体
が
取
り

組
ん
で
い
る
給
付
金
制
度
を
求
め

る
。

�

無
年
金
の
外
国
人
の
一
部
に

問答

給
付
金
を
支
給
す
る
自
治
体
は
あ

る
が
、
区
は
今
後
も
予
定
は
な
い
。

�

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
サ

ミ
ッ
ト
と
記
念
事
業
を
継
承
し
、

宣
言
の
普
及
を
求
め
る
。
男
女
平

等
の
積
極
的
な
推
進
の
た
め
、
先

問

進
的
な
条
例
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
行
う
よ
う
求
め
る
。

�

サ
ミ
ッ
ト
等
の
全
事
業
の
記

録
集
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。
男

女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
の
条

例
は
制
定
に
む
け
研
究
し
て
い
く
。

答

民
間
バ
ス
事
業
者
に
よ
る
循
環
型

の
ミ
ニ
バ
ス
運
行
事
業
の
拡
大
を

自
治
体
の
責
務
と
し
て

食
の
安
全
確
保
に
努
め
よ
。

女
性
、
障
害
の
あ
る
人
、
外
国
人

の
参
画
と
雇
用
の
拡
大
を

新
し
い
タ
イ
プ
の
学
校
の
創
設
を

新
し
い
図
書
館
像
の
創
造
を

環
境
博
覧
会
に
お
い
て
の

区
の
「
環
境
」
へ
の
配
慮
を
問
う

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　
　

区
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会
は
、
定
員
の
範
囲
以
内
で

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、
車
い
す
で
の
傍
聴
や

手
話
通
訳
に
よ
る
傍
聴
も
で
き
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
、
希
望
日
当
日
、
区
役
所
中
棟
３
階
の
区
議
会
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
手
話
通
訳
ご
希
望
の
方
は
、

希
望
日
の
四
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
）。
第
一
回

定
例
会
は
、
２
月　

日
（
月
）
開
会
予
定
で
す
（
日
程
等
の

２４

お
問
い
合
わ
せ
は
、
２
月　

日
以
降
に
区
議
会
事
務
局
へ
）。

１８

��������	

　１２月１０日（火）、区議会議場において、今年で１０回目と

なる平成１４年度「子ども区議会」が開催されました。私

立を含む区内小学校の５・６年生４６人が出席しました。

　梅田議長の開会宣言、山田区長のあいさつ、会議録署

名子ども議員の指名があり、その後子ども議員代表が、

①ごみ・からす対策②道路・交通③福祉のまちづくり④

環境⑤公園⑥教育・学校設備の六分野に分かれ質問をし

ました。分野毎に代表質問者の発言があり、他の子ども

議員が代表質問に関連して的確で鋭い質問を行い、区長

や部長等が答弁しました。

　最後に、�自然を大切にし、お互いに助け合うやさしい

心をもち、いつも笑顔でふれあい、みんなの心と力をあ

わせてはつらつとした街をつくっていく子どもでいたい

と思う�、という趣旨の「笑顔でふれあう緑豊かな都市宣

言」の建議を各子ども議員の意見発表の後、全員一致で

採択し、閉会しました。
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次
の
意
見
、
要
望
を
附
し
各
会

計
決
算
を
す
べ
て
認
定
す
る
。

　

理
由
一　

財
政
運
営
の
健
全
化

に
努
め
た
。
経
常
収
支
比
率
が　
１２

年
度
よ
り
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
下
回

り
、　

・
２
％
に
改
善
さ
れ
た
。

８２

積
極
的
な
歳
入
確
保
の
努
力
が
見

ら
れ
た
。
人
件
費
構
成
比
率
は
、

　

・
２
％
で
、
前
年
度
よ
り
も
０
・

３１７
ポ
イ
ン
ト
の
減
で
あ
る
。
歳
出

の
減
額
に
も
、
努
力
の
跡
を
認
め

る
。
総
体
的
に
収
入
率
は
、
対
予

算
現
額
で
、
前
年
度
を
０
・
６
ポ

イ
ン
ト
上
回
り
、
収
入
済
額
は
、

予
算
現
額
を
、
約　

億
４
８
０
０

１８

万
円
上
回
り
、
前
年
度
よ
り
も　
３０

億
２
３
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
不
断
の
努
力
に

よ
り
さ
ら
な
る
健
全
な
区
政
運
営

へ
の
全
力
の
傾
注
を
要
望
す
る
。

　

理
由
二　

予
算
が
、
簡
素
で
、

効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
す
ぎ
な
み
計
画
の
初
年

度
で
も
あ
り
、
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
し
た
行
政
運
営
が
行
な

わ
れ
た
。
内
部
努
力
の
徹
底
、
歳

入
の
確
保
、
施
策
の
見
直
し
等
の

目
標
を
掲
げ
、
大
胆
な
取
り
組
み

を
し
、
財
政
効
果
目
標
額
を
は
る

か
に
し
の
ぐ
、
約　

億
２
０
０
０

３６

万
円
の
達
成
額
を
示
し
、
職
員
削

減
目
標　

人
を
立
て
、
達
成
数
は
、

７０

　

名
と
成
っ
た
。
行
財
政
体
質
の

１０８変
革
に
着
手
し
、
区
政
全
般
に
わ

た
る
、
抜
本
的
な
行
財
政
改
革
を

行
い
、
予
算
の
効
率
的
な
執
行
を

推
進
し
た
事
を
評
価
す
る
。

　

理
由
三　

区
民
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
す
る
中
で
区
政
運
営
を
柔
軟
に

し
て
、
果
敢
に
対
応
し
た
点
で
あ

る
。
長
引
く
、
景
気
低
迷
の
中
、

税
収
不
足
を
乗
り
越
え
、
難
し
い

区
政
の
舵
取
り
を
過
つ
こ
と
な
く
、

区
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
。
区

民
の
生
活
に
密
着
し
た
施
策
の
実

施
は
、
区
民
の
期
待
や
願
い
に
応

え
ら
れ
た
事
と
高
く
評
価
す
る
。

一
方
で
は
、
特
養
ホ
ー
ム
、
保
育

園
な
ど
、
多
く
の
待
機
者
が
存
在

す
る
事
か
ら
も
、
区
民
の
要
望
に

応
え
う
る
早
期
の
具
体
的
改
善
計

画
の
策
定
を
は
じ
め
、
健
全
な
区

政
運
営
を
進
め
る
上
か
ら
も
、
更

な
る
努
力
を
強
く
求
め
る
。

　

今
や
、　

世
紀
の
自
治
体
の
あ

２１

り
方
と
し
て
は
、
非
営
利
団
体
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
企
業
、
業
界
、
個
々
の
区

民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
協

働
を
す
る
事
へ
の
期
待
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
区
民
と
共
に
、
区
民

の
幸
せ
の
た
め
に
、
奮
闘
さ
れ
る

事
を
申
し
添
え
る
。
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日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
は
、

平
成　

年
度
の
用
地
会
計
を
除
く

１３

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
次
の
理

由
に
よ
り
認
定
に
反
対
す
る
。

一
、
戦
争
に
自
治
体
や
国
民
を
強

制
的
に
協
力
さ
せ
る
有
事
法
制
が
、

「
憲
法
に
違
反
し
な
い
」
と
し
た
、

平
和
都
市
宣
言
の
首
長
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
区
長
の
姿
勢
で
あ
る
。

橋
本
内
閣
の
９
兆
円
国
民
負
担
増
、

小
泉
内
閣
の
社
会
保
障
を
中
心
と

し
た
３
兆
円
負
担
増
が
、
区
民
の

く
ら
し
を
痛
め
つ
け
て
い
る
。
区

長
は
こ
れ
に
対
し
無
批
判
で
国
に

抵
抗
す
る
姿
勢
が
全
く
な
い
。

二
、
深
刻
な
区
民
の
生
活
実
態
に

心
を
寄
せ
ず
、
く
ら
し
を
守
る
姿

勢
が
な
い
。
区
の
あ
ら
ゆ
る
計
画

は
、
区
民
の
く
ら
し
や
営
業
の
実

態
の
分
析
、
対
応
が
な
く
、
区
民

を
守
る
施
策
が
貧
弱
で
あ
る
。

三
、「
行
革
」
で
区
民
負
担
増
と
サ

ー
ビ
ス
切
捨
て
を
す
す
め
た
。
財

政
難
の
元
凶
は
国
や
都
の
悪
政
の

影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
が
、

区
民
と
共
に
立
向
か
い
改
善
さ
せ

る
姿
勢
が
な
い
。
逆
に
区
民
の
強

い
反
対
が
あ
り
な
が
ら
、「
ス
マ

ー
ト
す
ぎ
な
み
計
画
」
で
区
民
負

担
増
を
す
す
め
て
き
た
。

四
、
自
治
体
の
責
務
を
投
げ
捨
て

「
営
利
企
業
化
」「
大
企
業
優
遇

化
」
に
突
き
進
ん
だ
。
区
は
国
の

「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」
路

線
に
迎
合
し
、
措
置
か
ら
契
約
へ

と
変
わ
っ
た
こ
と
で
「
こ
れ
ま
で

の
福
祉
が
、
時
代
の
流
れ
に
そ
ぐ

わ
な
い
」
と
描
き
出
し
た
。
障
害

者
な
ど
の
医
療
費
助
成
制
度
や
各

種
手
当
な
ど
は
、
所
得
制
限
の
強

化
な
ど
で
対
象
者
を
減
ら
し
、
自

助
努
力
を
強
要
し
て
き
た
。
福
祉

に
大
ナ
タ
を
振
る
い
事
業
の
縮
小
、

廃
止
を
続
け
て
い
る
。

五
、
住
民
不
在
と
不
便
の
ま
ち
づ

く
り
で
あ
り
、
ご
ま
か
し
の
環
境

対
策
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
出

張
所
が
廃
止
さ
れ
た
。
計
画
の
説

明
段
階
か
ら
区
民
不
在
で
あ
り
、

不
便
を
強
い
た
。
環
境
目
的
税
も

は
じ
め
に
「
税
」
あ
り
き
で
あ
る
。

六
、
憲
法
、
教
育
基
本
法
の
精
神

に
背
き
、
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
環

境
改
善
を
放
置
し
た
こ
と
で
あ
る
。

不
況
の
影
響
で
、
区
立
幼
稚
園
を

選
ぶ
傾
向
が
増
し
て
い
る
中
、
区

立
方
南
幼
稚
園
が
廃
園
と
決
定
さ

れ
た
。
学
校
施
設
の
整
備
と
改
善

も
緊
急
要
求
に
応
え
な
か
っ
た
。

教
科
書
採
択
事
務
の
流
れ
を
変
え
、

議
会
に
報
告
せ
ず
、
通
達
で
指
示

し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。 �
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わ
が
会
派
は
、
次
の
理
由
に
よ

り
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
全
て
を

認
定
す
る
。

　

理
由
一
、
不
透
明
な
財
政
環
境

の
中
で
、
多
く
の
行
政
需
要
に
応

え
る
た
め
、
的
確
な
財
政
見
通
し

を
立
て
、
財
政
の
健
全
化
を
心
が

け
た
こ
と
で
あ
る

　

税
収
見
込
み
は
予
断
を
許
さ
な

い
と
し
て
、
慎
重
な
財
政
運
営
に

努
め
た
。「
歳
入
確
保
の
努
力
」も

評
価
す
る
。
そ
の
結
果
、
財
政
健

全
化
の
指
標
で
あ
る
「
財
政
調
整

基
金
の
積
み
立
て
」「
起
債
残
高
の

削
減
」、「
減
税
補
て
ん
債
発
行

額
」
に
つ
い
て
顕
著
な
成
果
を
あ

げ
、
経
常
収
支
比
率
も
大
き
く
改

善
し
た
。
時
代
を
捉
え
た
舵
取
り

が
さ
れ
、
区
民
の
期
待
と
信
頼
に

応
え
る
財
政
運
営
を
心
が
け
た
と

判
断
し
、
こ
れ
を
評
価
す
る
。

　

理
由
二
、
財
政
健
全
化
を
す
す

め
な
が
ら
も
、「
杉
並
区
実
施
計

画
」
の
予
算
化
を
は
じ
め
と
し
て
、

区
民
の
期
待
に
応
え
る
施
策
を
、

着
実
に
実
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
行
財
政
改
革
の
成
果
を

行
財
政
運
営
に
反
映
さ
せ
、
新
し

い
行
政
需
要
に
的
確
に
応
え
る
よ

う
努
め
た
。
実
施
計
画
の
、
当
初

予
算
計
上
率
は
、　

・
８
％
、
決

９１

算
に
お
い
て　

・
５
％
で
あ
り
、

９８

計
画
事
業
の
ほ
か
に
も
、
保
育
、

福
祉
、
産
業
振
興
、
環
境
、
教
育

な
ど
の
分
野
で
、
多
く
の
新
規
施

策
が
実
施
さ
れ
た
。
区
民
の
生
活

に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
、
ま

た
、
区
民
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
よ
う
、
積
極
的
な
施
策
展

開
・
区
政
運
営
に
努
力
し
た
も
の

と
し
て
、評
価
す
る
。厳
し
い
財
政

環
境
を
見
通
す
と
き
、
さ
ら
に
賢

明
な
行
政
運
営
を
強
く
要
望
す
る
。

　

理
由
三
、
区
民
と
の
情
報
共
有

に
努
め
な
が
ら
、
区
民
と
の
協
働

に
よ
り
新
し
い
自
治
の
構
築
を
心

が
け
た
こ
と
で
あ
る
。

　

区
民
と
の
協
働
の
前
提
と
な
る

区
政
の
情
報
と
し
て
、
行
政
評
価

の
結
果
や「
ざ
い
せ
い
二
〇
〇
一
」

を
公
表
し
た
こ
と
は
、
区
民
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
四
つ
の
基
本
的
な
条
例
が

区
民
の
参
画
を
得
て
検
討
さ
れ
、

二
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
区
民
本

位
・
顧
客
志
向
の
行
政
運
営
を
展

開
し
、
区
民
と
の
協
働
で
新
し
い

枠
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
は
、

基
礎
的
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
。

区
が
こ
の
行
政
の
責
任
を
よ
く
自

覚
し
て
積
極
的
に
施
策
を
推
進
し

た
も
の
と
判
断
す
る
。
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各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
各
附
属
書
類
の
様

式
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
調
製
さ

れ
、
そ
の
計
数
に
つ
い
て
も
、
関
係
諸
帳
簿
及
び

予
算
執
行
票
等
の
証
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤

り
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

一
、
一
般
会
計
に
つ
い
て

①
歳
入
総
額
は
、
２
・
０
％
の
増
、
歳
出
総
額
は
、

１
・
５
％
の
増
と
な
っ
た
。
形
式
収
支
額
、
実
質

収
支
額
及
び
単
年
度
収
支
額
は
、
い
ず
れ
も
前
年

度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な
っ
た
。
財
政
指
標
で
は
、

実
質
収
支
比
率
は
、
５
・
７
％
、
経
常
収
支
比
率

は
、　

・
２
％
、
財
政
力
指
数
は
、
０
・　

、
公

８２

７１

債
費
比
率
は
９
・
８
％
で
あ
っ
た
。

②
歳
入
決
算
は
、
収
入
率
が
予
算
現
額
に
対
し
、

　

・
２
％
と
前
年
度
を
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

１０１調
定
額
に
対
し
、　

・
４
％
と
前
年
度
を
０
・
７

９６

ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。
不
納
欠
損
額
は
、
六
億
三

〇
〇
〇
万
円
余
で
前
年
度
よ
り
三
億
九
〇
〇
〇
万

円
余
の
減
と
な
っ
た
。
収
入
未
済
額
は
五
一
億
一

〇
〇
〇
万
円
余
で
、
前
年
度
よ
り
五
億
円
余
の
減

と
な
っ
た
。
歳
入
決
算
額
の
、
財
源
別
の
前
年
度

比
較
で
は
、
一
般
財
源
で
５
・
０
％
の
減
、
特
定

財
源
で
、　

・
３
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
歳
入

２５

確
保
に
つ
い
て
は
、
収
入
未
済
額
が
減
少
し
て
お

り
、
区
の
努
力
は
評
価
で
き
る
が
、
負
担
公
平
の

観
点
と
財
政
健
全
化
の
為
に
も
、
引
き
続
き
不
断

の
努
力
を
要
望
す
る
。

③
歳
出
決
算
の
執
行
率
は
、
予
算
現
額
に
対
し

　

・
４
％
と
前
年
度
を
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

９７た
。
歳
出
決
算
額
の
、
性
質
別
前
年
度
比
較
で
は
、

消
費
的
経
費
で
、
１
・
６
％
の
増
、
投
資
的
経
費

で
、　

・
４
％
の
増
、
そ
の
他
経
費
で
、　

・
６

１０２

２６

％
の
減
と
な
っ
た
。
財
政
健
全
化
の
た
め
に
も
、

人
件
費
・
物
件
費
等
、
消
費
的
経
費
の
抑
制
に
つ

い
て
、
引
き
続
い
て
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

④
一
般
会
計
の
決
算
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、

依
然
と
し
て
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
も
、
歳

入
の
確
保
や
、
既
定
経
費
の
削
減
等
に
努
め
る
な

ど
収
支
の
均
衡
を
図
り
、
財
政
運
営
の
健
全
化
に

努
め
た
あ
と
が
認
め
ら
れ
、
全
体
と
し
て
は
適
正

で
あ
る
。
財
政
状
況
は
、
経
常
収
支
比
率
が
、
適

正
水
準
と
い
わ
れ
る
範
囲
を
超
え
て
お
り
未
だ
硬

直
状
態
を
脱
し
て
は
い
な
い
と
言
え
る
が
、
二
年

連
続
し
て
改
善
さ
れ
る
な
ど
、
区
の
努
力
は
評
価

で
き
る
。
し
か
し
、
我
国
の
経
済
に
つ
い
て
、
政

府
は
、
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
し
、
景

気
に
対
す
る
警
戒
感
を
強
め
て
お
り
、
当
区
と
し

て
も
今
後
、
歳
入
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
一
方
区
政
に

は
、
Ｉ
Ｔ
の
推
進
・
健
康
都
市
杉
並
の
実
現
・
地

域
経
済
の
活
性
化
・
環
境
先
進
都
市
の
実
現
・
教

育
改
革
の
推
進
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
歳
入
面
で
は
、
特

別
区
税
等
の
歳
入
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方

税
財
政
制
度
の
改
革
や
、
超
過
負
担
の
解
消
な
ど
、

自
主
財
源
の
拡
大
に
つ
い
て
、
国
へ
強
く
要
請
し
、

歳
出
面
で
は
、
増
大
す
る
行
政
需
要
に
応
え
、
施

策
や
事
業
を
見
直
し
、
内
部
努
力
に
よ
る
経
費
削

減
を
図
る
な
ど
、
計
画
的
・
効
率
的
で
適
正
な
予

算
執
行
に
努
め
、
将
来
を
見
通
し
た
財
政
の
健
全

化
に
、
努
力
す
る
こ
と
を
、
要
望
す
る
。

二
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
に
つ
い
て

　

事
業
運
営
に
関
す
る
経
費
の
、
明
確
化
を
図
る

と
い
う
会
計
設
置
の
趣
旨
に
沿
い
全
体
と
し
て
は

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
医
療
分
保

険
料
の
収
納
率
は
、
現
年
分　

・
９
％
、
滞
納
繰

８７

越
分　

・
３
％
と
、
滞
納
繰
越
分
は
や
や
上
昇
し

２８

た
も
の
の
、
現
年
分
は
五
年
連
続
で
低
下
し
て
い

る
。
収
納
率
向
上
や
、
歳
出
抑
制
に
つ
い
て
、
更

な
る
努
力
を
要
望
す
る
。

三
、
老
人
保
健
医
療
会
計
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
医
療
に
係
る
経
費
の
明
確
化
を
図
る

と
い
う
会
計
設
置
の
趣
旨
に
沿
い
、
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
。

四
、
用
地
会
計
に
つ
い
て

　

先
行
取
得
し
た
公
共
用
地
の
経
理
内
容
の
明
確

化
を
図
る
と
い
う
会
計
設
置
の
趣
旨
に
沿
い
適
正

に
執
行
さ
れ
て
い
る
。

五
、
介
護
保
険
事
業
会
計
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
運
営
に
係
る
経
費
の
明
確
化
を
図
る

と
い
う
会
計
設
置
の
趣
旨
に
沿
い
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
る
。
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平
成　

年
９
月
２
日
か
ら　

月　

日
に
か
け
て
、

１４

１０

２１

　

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
審
査
に
あ
た
っ
た

１３監
査
委
員
の
意
見
の
要
旨
で
す
。
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わ
が
会
派
は
、
内
外
の
環
境
下

に
た
ち
、
健
全
な
財
政
運
営
に
十

分
に
配
慮
し
た
か
、
区
民
ニ
ー
ズ
、

区
民
要
望
を
、
ど
の
よ
う
に
反
映

し
寄
与
し
た
か
、
予
算
を
、
適
正

か
つ
効
率
的
に
執
行
し
た
か
、
を

中
心
に
決
算
審
査
に
臨
み
、
次
の

理
由
か
ら
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

を
い
ず
れ
も
認
定
す
る
。

一
、
歳
入
で
は
、
特
別
区
民
税
の

収
納
率
向
上
、
収
納
未
済
の
解
消
、

債
権
管
理
の
強
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
評
価
す
る
。
歳
出
で
は
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
配
分
し
、

計
画
的
に
執
行
し　

･
４
％
の
執

９７

行
率
を
上
げ
て
い
る
。
経
常
収
支

比
率
は　

・
２
％
と
年
々
減
少
し
、

８２

財
政
の
硬
直
化
を
解
消
し
つ
つ
あ

る
。
健
全
な
財
政
運
営
に
努
力
し

た
あ
と
が
み
ら
れ
、
決
算
を
認
定

で
き
る
も
の
と
判
断
し
た
。

二
、
区
民
ニ
ー
ズ
、
区
民
要
望
を

反
映
し
、
区
民
福
祉
の
向
上
に
寄

与
し
た
成
果
が
み
ら
れ
る
。
新
た

な
施
策
と
し
て
、
環
境
都
市
の
実

現
に
努
力
し
て
い
る
。
ご
み
会
議
、

環
境
博
覧
会
の
実
施
、
マ
イ
バ
ッ

グ
推
進
事
業
の
展
開
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
の
認
定
取
得
、
緑
の
校

庭
づ
く
り
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て

い
る
。
豊
か
な
老
後
環
境
づ
く
り

と
し
て
、
低
所
得
者
の
介
護
保
険

利
用
の
負
担
軽
減
、
痴
呆
性
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
助
成
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、

高
齢
者
自
立
度
ア
ッ
プ
支
援
事
業

な
ど
が
図
ら
れ
て
い
る
。
心
身
障

害
者
へ
は
ホ
ー
ム
へ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
事
業

な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
少
子

化
対
策
の
駅
前
保
育
、
児
童
館
の

改
築
な
ど
、
施
策
を
充
実
し
て
い

る
。
教
育
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
策
定
し
様
々
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
る
。
区
民
の
要
望
に

応
え
、
き
め
細
か
な
施
策
の
展
開

が
図
ら
れ
、
区
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

三
、
簡
素
で
、
効
率
的
な
区
政
の

実
現
を
め
ざ
し
、「
ス
マ
ー
ト
す

ぎ
な
み
計
画
」
に
基
づ
き
、
全
庁

あ
げ
て
計
画
的
に
推
進
し
た
。
大

幅
な
組
織
再
編
に
よ
る
職
員
定
数

の
削
減
、
執
行
体
制
の
簡
素
化
、

効
率
化
が
図
ら
れ
、
財
源
を
生
み

出
し
た
努
力
を
評
価
す
る

　

行
政
は
、
新
し
い
潮
流
の
中
で
、

価
値
の
創
造
、
独
創
性
と
行
動
力

の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。
時
代

を
つ
か
ま
え
、
区
民
の
思
い
や
願

い
を
区
政
の
進
展
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
切
に
願
う
。
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自

由
民
主
党
杉
並
区
議
団

　

自
由
民
主
党
杉
並
区
議
団
は
、

次
の
理
由
に
よ
り
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
全
て
を
認
定
す
る
。

理
由
一
、
現
在
の
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
区

政
の
効
率
化
を
図
り
、
区
民
の
よ

り
よ
い
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
た

区
政
運
営
を
こ
こ
ろ
が
け
た
こ
と

で
あ
る
。
財
政
構
造
の
健
全
度
を

表
す
指
標
の
一
つ
で
あ
る
、
経
常

収
支
比
率
の
推
移
は
、
平
成　

年
１１

度
に　

％
を
超
え
て
い
た
が
、　

９５

１３

年
度
に
は　

・
２
％
ま
で
改
善
さ

８２

れ
た
。
行
財
政
改
革
に
基
づ
く
歳

入
の
確
保
と
、
職
員
数
削
減
な
ど

の
努
力
の
結
果
と
い
え
る
。
経
費

節
減
、
効
率
的
行
政
運
営
に
努
め

た
区
政
運
営
を
評
価
す
る
。
今
後

と
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め

る
と
共
に
、
区
民
の
暮
ら
し
の
実

態
を
把
握
し
、
区
民
の
目
線
に
あ

わ
せ
た
区
政
運
営
に
努
め
、
新
税

の
導
入
な
ど
は
慎
重
に
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

理
由
二
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
堅
実
な
財
政
運
営
を
行
い
つ

つ
も
、
真
に
区
民
が
求
め
る
施
策

の
実
施
に
努
め
た
こ
と
で
あ
る
。

特
別
区
民
税
が
長
期
に
わ
た
る
景

気
低
迷
で
減
少
し
つ
づ
け
る
中
で
、

安
易
に
減
税
補
て
ん
債
に
依
存
せ

ず
発
行
額
を
段
階
的
に
圧
縮
し
、

最
終
的
に
は
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

目
標
に
努
力
を
行
っ
た
ほ
か
、
職

員
の
削
減
、
時
間
外
勤
務
手
当
の

縮
減
、
税
、
国
保
等
の
歳
入
確
保

の
努
力
な
ど
、
歳
入
歳
出
の
い
ず

れ
に
も
堅
実
な
財
政
運
営
が
み
ら

れ
る
。
今
後
の
高
齢
化
の
一
層
の

進
展
に
よ
り
特
養
ホ
ー
ム
等
施
設

入
所
の
待
機
者
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
の

対
策
に
は
こ
れ
ま
で
の
発
想
を
大

胆
に
変
え
て
で
も
入
所
枠
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

理
由
三
、
今
回
の
議
会
で
可
決
さ

れ
た
自
治
基
本
条
例
や
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
見
ら
れ
る
如
く
、
地
域

の
こ
と
は
、
地
域
で
決
め
て
い
こ

う
と
す
る
姿
勢
が
現
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

地
域
に
デ
フ
レ
不
況
が
続
く
中

で
、
行
政
に
携
わ
る
職
員
は
、
厳

し
い
実
情
を
認
識
し
た
上
で
心
の

こ
も
っ
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
区
政

運
営
を
す
る
よ
う
希
望
す
る
。

　

今
後
の
区
政
運
営
の
舵
取
り
に

あ
た
っ
て
は
、
議
会
と
の
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

民
意
の
反
映
に
努
め
、
区
民
の
信

頼
に
応
え
る
区
政
運
営
に
努
力
す

る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。
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民
主
党
・
区
民
連
合

　

民
主
党
・
区
民
連
合
は
、　

年
１３

度
の
各
会
計
決
算
を
認
定
す
る
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
、
在

宅
の
介
護
に
は
限
界
が
あ
り
、
施

設
入
所
待
機
は
区
内
で
二
千
人
、

特
に
急
ぐ
方
で
も
待
機
は
四
百
人

に
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出
、
世

帯
主
の
給
与
カ
ッ
ト
等
に
よ
り
、

保
育
園
入
園
待
機
も
、
年
度
末
に

は
二
百
人
に
な
る
。

　

今
後
の
整
備
計
画
が
発
表
さ
れ

て
い
る
が
、
ま
だ
待
機
の
解
消
と

は
乖
離
が
残
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
な
る
整
備
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
着
実
な
成
果
の

出
る
行
政
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

年
度
の
行
政
改
革
に
よ
る
成

１３
果
は
、
出
張
所
の
統
廃
合
に
よ
る

５
億
円
、
学
校
給
食
調
理
の
民
間

委
託
に
よ
る
１
校
あ
た
り
１
０
０

０
万
円
の
支
出
減
等
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
次
年
度
に
成
果
の
出
る
、

吾
妻
や
湯
河
原
等
の
宿
泊
保
養
所

の
見
直
し
を
検
討
し
た
。

　

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
改
革
で

は
、
道
半
ば
な
も
の
や
、
行
き
詰

ま
り
の
も
の
が
出
て
き
て
い
る
の

で
、
着
実
に
改
革
を
進
展
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
。

　

以
下
、
具
体
的
に
挙
げ
る
と
、

一
、
公
共
施
設
の
建
設
費
が
高
い
、

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
を

区
民
に
、
き
ち
ん
と
説
明
す
る

こ
と
。

二
、
建
替
え
を
し
た
保
健
所
に
お

け
る
、
施
設
や
備
品
の
未
活
用

を
改
善
す
る
こ
と
を
始
め
、
出

張
所
の
跡
地
、
学
校
の
空
き
教

室
な
ど
、
区
の
施
設
を
、
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
。

三
、
高
齢
者
介
護
で
は
、
事
業
者

間
の
不
公
平
を
是
正
す
る
と
と

も
に
、
利
用
者
の
最
低
限
の
生

活
を
確
保
す
る
こ
と
。

四
、
障
が
い
者
支
援
で
は
、
身
近

な
所
で
自
立
を
目
指
せ
る
よ
う
、

基
盤
整
備
を
着
実
に
進
展
さ
せ

る
こ
と
。

五
、
幼
稚
園
の
保
護
者
負
担
は
、

私
立
と
区
立
の
格
差
を
な
く
す

等
の
、
子
育
て
支
援
を
推
進
す

る
こ
と
。

な
ど
の
検
討
を
要
望
す
る
。

　

終
わ
り
に
、「
民
主
党
・
区
民
連

合
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢

化
社
会
を
む
か
え
、
区
民
が
、
不

安
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
全
て
の
区
民
に
公
平

で
、
聖
域
の
な
い
行
政
改
革
を
推

進
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
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〈
採
択
さ
れ
た
も
の
〉

☆「
民
間
社
会
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
推
進
費
補
助
」

の
維
持
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

（　

請
願
第
６
号
）

１４
〈
趣
旨
採
択
さ
れ
た
も
の
〉

☆
区
立
済
美
養
護
学
校
幼
児
教
室
存
続
に
関
す
る

請
願
（　

請
願
第
４
号
）
中
第
二
項
【
施
設
内
障

１４

害
児
の
受
入
態
勢
整
備
】

☆
杉
並
区
議
会
議
員
数
削
減
に
関
す
る
陳
情
（　
１３

陳
情
第　

号
）

４２

☆
杉
並
区
議
会
議
員
の
定
数
削
減
に
関
す
る
陳
情

（　

陳
情
第　

号
）

１３

６５

☆
杉
並
区
議
会
議
員
の
定
数
削
減
に
関
す
る
陳
情

（　

陳
情
第　

号
）

１４

３４

〈
不
採
択
さ
れ
た
も
の
〉

☆
区
立
済
美
養
護
学
校
幼
児
教
室
存
続
に
関
す
る

請
願
（　

請
願
第
４
号
）
中
第
一
項
【
区
立
済
美

１４

養
護
学
校
幼
児
教
室
の
存
続
】

☆
杉
並
区
議
会
議
員
の
定
数
維
持
に
関
す
る
陳
情

（　

陳
情
第　

号
）

１４

３６

☆
杉
並
区
議
会
議
員
の
定
数
増
員
を
求
め
る
こ
と

に
関
す
る
陳
情
（　

陳
情
第　

号
）

１４

３７

☆
杉
並
区
議
会
の
議
員
定
数
維
持
に
関
す
る
陳
情

（　

陳
情
第　

号
）

１４

３８

☆
杉
並
区
議
会
議
員
の
定
数
削
減
反
対
に
関
す
る

陳
情
（　

陳
情
第　

号
）

１４

３９

☆
杉
並
区
議
会
議
員
の
定
数
維
持
に
関
す
る
陳
情

（　

陳
情
第　

号
）

１４

４０

☆
杉
並
区
議
会
と
議
員
の
活
動
の
一
層
の
活
性
化
、

充
実
を
求
め
、
議
員
の
定
数
の
削
減
に
反
対
す
る

こ
と
に
関
す
る
陳
情
（　

陳
情
第　

号
）

１４

４８

◆

　

今
回
結
果
の
出
な
か
っ
た
も
の
は
、
引
き
続
き

審
査
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
、
審
査
を
終
え
た
請

１１

２９

願
・
陳
情
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
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提
出
先
＝
東
京
都
知
事

内
容
＝
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
経
営
改
革
に

関
す
る
提
言
委
員
会
」
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

主
体
の
改
革
の
あ
り
方
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
東
京
都
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
本
年
七
月
二
日
、
東
京

都
福
祉
局
長
に
対
し
中
間
提
言
を
提
出
し
た
。
中

間
提
言
で
は
、
東
京
都
の
役
割
を
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
利
用
者
が

安
心
し
て
主
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
・
選
択
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
役
割
を
踏
ま
え
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
提
供
主
体
に
対
す
る
施
策
を
、
自
律
的
な
運

営
と
自
主
的
な
サ
ー
ビ
ス
向
上
努
力
を
促
す
も
の

へ
と
再
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
、
民
間
社

会
福
祉
施
設
に
対
す
る
運
営
費
補
助
の
見
直
し
を

提
言
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
東
京
都
福
祉
局
は
、「
福
祉
サ

ー
ビ
ス
提
供
主
体
の
改
革
へ
の
取
組
に
つ
い
て
」

の
中
で
、
当
委
員
会
の
中
間
提
言
の
問
題
提
起
を

受
け
止
め
、
そ
の
内
容
を
吟
味
し
な
が
ら
、
改
革

の
あ
り
方
及
び
そ
の
進
め
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
特
別
区
長
会
を
は

じ
め
関
係
団
体
か
ら
東
京
都
に
対
し
、
十
分
な
協

議
・
調
整
の
上
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
請

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
の
中
、
十
一
月
六
日
開
会
の
都

議
会
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
都
福
祉
局
長

は
、「
こ
れ
ま
で
の
画
一
的
な
仕
組
み
を
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
向
け
た
施
設
の
努
力
が
真
に
報
わ
れ
る

制
度
と
す
る
よ
う
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

制
度
改
正
に
は
一
定
程
度
の
準
備
期
間
も
要
す
る

た
め
、
支
援
費
制
度
に
移
行
す
る
障
害
者
施
設
を

除
き
十
五
年
度
中
の
制
度
改
正
は
実
施
し
な
い
方

針
と
す
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

人
件
費
補
助
を
は
じ
め
と
し
た
民
間
福
祉
施
設

に
対
す
る
都
独
自
の
補
助
制
度
は
、
当
該
施
設
に

お
け
る
人
材
確
保
を
支
援
し
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

維
持
向
上
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
補
助
対
象
施
設
の
多
く
は
私
立
保

育
園
で
あ
り
、
仮
に
、
今
後
当
該
補
助
制
度
が
廃

止
又
は
削
減
と
い
う
事
態
に
な
れ
ば
施
設
の
存
続

さ
え
危
う
く
す
る
も
の
で
、
区
市
町
村
に
お
け
る

保
育
・
福
祉
行
政
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
杉
並
区
議
会
は
東
京
都
に
対
し
、
今

後
も
、
今
回
の
「
中
間
提
言
」
を
安
易
に
受
け
い

れ
る
こ
と
な
く
、
関
係
者
や
区
市
町
村
と
十
分
協

議
し
、
慎
重
に
検
討
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

 

平
成　

年　

月　

日

１４

１１

２９

��

��

�

　

第
四
回
定
例
会
で
次
の
意
見
書
を
議
決
し
、
地

方
自
治
法
第
九
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
関
係
機

関
に
提
出
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�



�杉並区議会だより　平成１５年１月１日 NO.���

�自
治
基
本
条
例

　

杉
並
区
に
お
け
る
自
治
の
基
本

理
念
や
あ
り
方
、
区
民
等
の
区
政

へ
の
参
画
及
び
協
働
の
仕
組
み
な

ど
、
区
政
の
基
本
事
項
を
定
め
る

た
め
制
定
。（
一
部
修
正
し
て
可

決
）

（　

年
５
月
１
日
施
行
）

１５
ま
ち
づ
く
り
条
例

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
定

め
、
区
、
区
民
及
び
事
業
者
の
責

務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
基

本
的
事
項
及
び
参
画
の
手
続
き
を

�
�
�
�

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
制
定
。

（　

年
４
月
１
日
施
行
。
た
だ
し
、

１５
大
規
模
な
建
築
物
を
計
画
す
る
事

業
者
の
情
報
提
供
に
関
す
る
規
定

は
、　

年
７
月
１
日
施
行
）

１５

杉
並
名
誉
区
民
条
例

　

杉
並
区
の
発
展
そ
の
他
公
共
の

福
祉
の
増
進
又
は
学
術
、
技
芸
そ

の
他
広
く
社
会
文
化
の
興
隆
に
貢

献
し
、
か
つ
、
区
民
が
郷
土
の
誇

り
と
し
て
尊
敬
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
、
杉
並
名
誉
区
民
の
称
号
を
贈

る
た
め
制
定
。

（　

年　

月　

日
施
行
） 

１４

１１

２６

�事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
新
た
に
複
数
建
築
物
に
関
す

る
特
例
許
可
申
請
手
数
料
を
定
め

る
等
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
図

る
た
め
改
正
。

（　

年
１
月
１
日
施
行
）

１５
区
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

次
の
区
営
住
宅
に
有
料
制
自
動

車
駐
車
場
の
設
置
と
そ
の
使
用
料

を
定
め
る
た
め
改
正
。

・
区
営
下
井
草
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

・
区
営
成
田
東
二
丁
目
第
二
ア
パ

ー
ト

（　

年　

月
１
日
施
行
）

１４

１２

区
立
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
及
び
社

会
教
育
会
館
条
例
の
一
部
改
正

　

社
会
教
育
会
館
の
役
割
を
区
民

会
館
等
の
集
会
施
設
で
補
完
で
き

る
こ
と
に
よ
り
、
高
井
戸
社
会
教

育
会
館
を
廃
止
す
る
た
め
改
正
。

（　

年
４
月
１
日
施
行
）

１５
�
�
�
�

区
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

職
員
の
給
与
を
率
で
平
均
一
・

六
七
％
、
金
額
で
平
均
七
三
九
六

円
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
初
任

給
調
整
手
当
及
び
扶
養
手
当
の
改

定
を
行
い
、
期
末
手
当
の
支
給
月

数
を
〇
・
〇
五
月
分
引
き
下
げ
、特

例
一
時
金
を
廃
止
す
る
た
め
改
正
。

（　

年
１
月
１
日
施
行
）

１５
区
幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

一
般
職
員
と
同
様
に
給
与
の
改

定
（
初
任
給
調
整
手
当
の
改
定
は

除
く
）
等
を
行
う
と
と
も
に
、
教

育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
所
要
の
規
定
の
整
備
を
図
る

た
め
改
正
。

（
給
与
の
改
定
に
つ
い
て
は
、　
１５

年
１
月
１
日
施
行
。
教
育
公
務
員

特
例
法
の
改
正
に
伴
う
規
定
の
整

備
は
、　

年
４
月
１
日
施
行
）

１５

�個
別
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
個
別
外

部
監
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
外
部

監
査
人
と
し
て
次
の
方
と
契
約
。

　

公
認
会
計
士　
森
谷　
伊
三
男
氏

�
　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１４三
号
）

　

区
民
農
園
の
整
備
や
痴
呆
性
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
助
成

等
、
七
一
六
八
万
一
〇
〇
〇
円
の

追
加
。
予
算
総
額
一
三
六
二
億
三

三
四
四
万
七
〇
〇
〇
円
。

�
　

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
、

上
表
の
と
お
り
。

��
�

�

��
�

�

��
�

�

�個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監

査
に
つ
い
て

　

外
部
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た

区
外
部
評
価
委
員
会
か
ら
推
薦
を

受
け
た
テ
ー
マ
候
補
の
中
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
を
選
定
。

特
別
区
競
馬
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

特
別
区
競
馬
組
合
の
競
馬
事
業

運
営
に
民
間
的
セ
ン
ス
を
導
入
す

る
た
め
、
地
方
公
営
企
業
法
の
財

務
規
定
等
の
適
用
に
よ
り
、
当
事

業
運
営
に
企
業
会
計
方
式
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、
財
務
の
権
限
を

管
理
者
が
行
う
た
め
収
入
役
に
関

す
る
規
定
を
削
除
。

（　

年
４
月
１
日
施
行
）

１５
転
入
届
不
受
理
処
分
取
消
請
求
事

件
に
関
す
る
上
告
受
理
の
申
立
て

に
つ
い
て

　
　

年
１
月　

日
及
び
２
月　

日

１４

２９

１９

に
転
入
届
を
提
出
し
た
宗
教
団
体

ア
レ
フ
信
者
に
関
す
る
転
入
届
不

受
理
処
分
取
消
請
求
事
件
の
控
訴

審
判
決
を
不
服
と
し
て
、
上
告
受

理
の
申
立
て
を
す
る
。

転
入
届
不
受
理
処
分
取
消
等
請
求

事
件
に
関
す
る
控
訴
の
提
起
に
つ

い
て

　
　

年
５
月
１
日
に
転
入
届
を
提

１４
出
し
た
宗
教
団
体
ア
レ
フ
信
者
に

関
す
る
転
入
届
不
受
理
処
分
取
消

等
請
求
事
件
の
判
決
を
不
服
と
し

�

�

�

て
、
控
訴
を
提
起
。

転
入
届
不
受
理
処
分
取
消
等
請
求

事
件
に
関
す
る
控
訴
の
提
起
に
つ

い
て

　
　

年
５
月　

日
に
転
入
届
を
提

１４

１０

出
し
た
宗
教
団
体
ア
レ
フ
信
者
に

関
す
る
転
入
届
不
受
理
処
分
取
消

等
請
求
事
件
の
判
決
を
不
服
と
し

て
、
控
訴
を
提
起
。

専
決
処
分
の
報
告

　
　

年
３
月　

日
に
転
入
届
を
提

１４

１３

出
し
た
宗
教
団
体
ア
レ
フ
信
者
に

関
す
る
転
入
届
不
受
理
処
分
取
消

等
請
求
事
件
の
判
決
を
不
服
と
し

て
、
控
訴
を
提
起
し
た
旨
の
報
告

を
受
け
承
認
。

杉
並
名
誉
区
民
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

次
の
方
を
杉
並
名
誉
区
民
と
定

め
る
。

　

小
柴　

昌
俊　

氏

　
（
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
）

第
四
回
定
例
会
で
は
、
次
の
議
案
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

∧　

月
∨

１１

　

５
日　

本
会
議
／
６
日　

本
会

議
／
７
日　

本
会
議
／
８
日　

本

会
議
、
自
治
基
本
条
例
に
関
す
る

特
別
委
員
会（
正
副
委
員
長
互
選
）、

決
算
特
別
委
員
会
（
正
副
委
員
長

互
選
）
／　

日　

区
民
生
活
委
員

１１

会
、
都
市
環
境
委
員
会
／　

日　
１２

保
健
福
祉
委
員
会
、
文
教
委
員
会

／　

日　

総
務
財
政
委
員
会
／　

１３

１４

日　

地
方
自
治
・
分
権
等
調
査
特

別
委
員
会
、
道
路
交
通
対
策
特
別

委
員
会
、
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
特
別
委
員
会
／　

日　

用
途
地

１５

域
対
策
特
別
委
員
会
、
災
害
対
策

特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

／　

日　

決
算
特
別
委
員
会
／　

１８

１９

日　

決
算
特
別
委
員
会
／　

日　
２０

決
算
特
別
委
員
会
／　

日　

決
算

２１

特
別
委
員
会
／　

日　

決
算
特
別

２２

委
員
会
／　

日　

決
算
特
別
委
員

２５

会
／　

日　

議
会
運
営
委
員
会
、

２６

決
算
特
別
委
員
会
（
意
見
発
表
）、

本
会
議
、
総
務
財
政
委
員
会
、
文

教
委
員
会
／　

日　

自
治
基
本
条

２７

例
に
関
す
る
特
別
委
員
会
／　

日
２８

　

自
治
基
本
条
例
に
関
す
る
特
別

委
員
会
（
審
査
終
了
後
に
意
見
発

表
）
／　

日　

議
会
運
営
委
員
会
、

２９

本
会
議

∧　

月
∨

１２

　

９
日　

道
路
交
通
対
策
特
別
委

員
会
（
浜
田
山
駅
以
南
地
域
の
南

北
バ
ス
交
通
に
つ
い
て
視
察
）
／

　

日　

災
害
対
策
特
別
委
員
会

１１（
東
京
都
下
水
道
局
落
合
処
理
場

を
視
察
）
／　

日　

区
民
生
活
委

１３

員
会
／　

日　

用
途
地
域
対
策
特

１７

別
委
員
会
（
用
途
地
域
に
関
す
る

視
察
）
／　

日　

保
健
福
祉
委
員

１９

会
、
文
教
委
員
会
／　

日　

区
民

２５

生
活
委
員
会
／　

日　

清
掃
・
リ

２６

サ
イ
ク
ル
対
策
特
別
委
員
会

◇
新
会
派
結
成

・
杉
並
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
杉
ル
）

が
結
成
さ
れ
ま
し
た

　

所
属
議
員
（
一
名
）

　
　

と
か
し
き　

な
お
み

・
自
由
民
主
党
改
革
連
盟（
自
改
）

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
属
議
員
（
一
名
）

　
　

藤
本　

卓
三

◇
会
派
変
更

　

吉
田　

武
議
員
の
所
属
会
派
が

東
京
自
由
民
主
党
（
東
自
）
か
ら

自
由
民
主
党
杉
並
区
議
団（
自
民
）

へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

�

�

�

�

結　

果

杉　

ル

区　

民

東　

自

私　

杉

社　

民

維　

新
無

杉　

プ

革　

新

生　

ネ

自　

民

杉　

フ

民　

主

共　

産

公　

明

杉　

自

意見のわかれた議案等
（○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席）
※１は１１月８日議決
※２は１１月２６日議決
※１、※２以外は１１月２９日議決

修正
可決○○○○○○欠××○○○○

欠２×○○自治基本条例

可決○○○○○○○××○○○○○○○自治基本条例に付する付帯決議

可決○○○○○○欠××○○○○○○○まちづくり条例

可決○○○○○○欠○×○○○○○○○杉並名誉区民条例（※２）

可決○○○○○○欠○×○○○○×○○事務手数料条例の一部改正

可決○○○○○○欠××○○○○○○○区営住宅条例の一部改正

可決○○○××○欠××○○○○×○○区立社会教育センター及び社会教
育会館条例の一部改正

可決○○○○○○欠○×○○○○○○○区職員の給与に関する条例の一部改正

可決○○○○○○欠○×○○○○○○○区幼稚園教育職員の給与に関する
条例の一部改正

可決○○○×○○欠○○○○○○○○○個別外部監査契約の締結について

可決○○○○○○欠○○○○○○○○○平成14年度一般会計補正予算（第三号）

可決○○○×○○欠○○○○○○○○○個別外部監査契約に基づく監査について

可決○○○×○○欠○×○○○○○○○特別区競馬組合規約の変更について

可決○○○××○欠○×○○○○○○○転入届不受理処分取消請求事件に関す
る上告受理の申立てについて（※２）

可決○○○××○欠○×○○○○○○○�転入届不受理処分取消等請求事件
に関する控訴の提起について（※２）

可決○○○××○欠○×○○○○○○○�転入届不受理処分取消等請求事件
に関する控訴の提起について（※２）

報告
承認○○○××○○○×○

欠１○○○○○○

地方自治法第１７９条第１項の規定に
基づき専決処分した転入届不受理処
分取消等請求事件に対する控訴の提
起の報告及び承認について（※１）

認定○○○×○×○××○○○○×○○平成１３年度一般会計歳入歳出決算の認定

認定○○○×○×○××○○○○×○○平成１３年度国民健康保険事業会計
歳入歳出決算の認定

認定○○○×○×○××○○○○×○○平成１３年度老人保健医療会計歳入
歳出決算の認定

認定○○○×○×○××○○○○×○○平成１３年度介護保険事業会計歳入
歳出決算の認定
≪会派名・構成人数≫杉自／杉並自民議員連盟（１２人）、公明／杉並区議会公明党（８人）、共産／日本共産党杉並
区議団（７人）、民主／民主党・区民連合（７人）、杉フ／杉並フロンティア（３人）、自民／自由民主党杉並区議団
（３人）、生ネ／杉並・生活者ネットワーク区議団（２人）、革新／都政を革新する会（１人）、杉プ／杉並市民プロ
ジェクト（１人）、無／無所属（１人）、維新／平成維新（１人）、社民／社会民主党（１人）、私杉／私たちの杉並を
つくる会（１人）、東自／東京自由民主党（１人）、区民／杉並区民会議（１人）、杉ル／杉並ルネッサンス（１人）
≪上記表�、�について≫�は１４年５月１日、転入届提出分。�は１４年５月１０日、転入届提出分。

平成１３年度各会計別歳入歳出決算額
差　引　額歳出決算額歳入決算額会　計　別
５，７０８，４２７，７０３円１４６，２８５，３４５，５６７円１５１，９９３，７７３，２７０円一 般 会 計
８３８，８７２，３５６円３４，８７２，３９１，９７３円３５，７１１，２６４，３２９円国民健康保険事業会計
８５，３５０，９２２円４４，０２６，４５９，４３６円４４，１１１，８１０，３５８円老人保健医療会計

０円９，１４３，２５８，６００円９，１４３，２５８，６００円用 地 会 計
１２２，８３４，５９８円１６，５８３，９６２，１５３円１６，７０６，７９６，７５１円介護保険事業会計
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本
条
例
の
施
行
に
当
た
り
、
杉
並
区
長
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
誠
意
を
も
っ
て
対
処
す
べ
き
で
あ

る
。一　

本
条
例
の
杉
並
区
に
お
け
る
住
民
自
治
発
展
の
基
盤
と
し
て
の
重
要
性
に
鑑
み
、
本
条
例
の
趣

旨
、
内
容
に
つ
い
て
、
区
民
の
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

二　

区
が
定
め
る
最
高
規
範
で
あ
る
本
条
例
の
趣
旨
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
新
た
に
条
例
等
を

制
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
本
条
例
の
趣
旨
を
最
大
限
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
既
に
制
定
し
て
あ
る

条
例
等
に
つ
い
て
も
早
急
に
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
。

三　

本
条
例
は
、
全
く
新
た
な
自
治
立
法
の
試
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
施
行
後
一
定
期
間
の
施

行
状
況
等
を
勘
案
し
、
検
討
の
う
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　情報公開推進委員会の新しい構
成をお知らせします。 

（平成１４年１２月５日現在）

会　　　長 青木　　實

職 務 代 理 今井　　讓

委　　　員 山川　義三

　　〃 鈴木　信男

　　〃 横倉たかお

　　〃 武田　周吾

　　〃 吉田　　武

区内にお住まいの視覚障害一、二級の方とそのほか特に希望される方に、本紙を録音した「声の区議会
だより」又は｢点字の区議会だより｣のどちらかを、発行のつど郵送でお送りしています。「声の区議会だ
より」については、一回ごとに聴き終わったテープを返送していただく方式（無料）をとっています。
利用ご希望の方は区議会事務局までお申し込みください。また、各地域区民センター、図書館（声の区
議会だよりは中央図書館のみ）、福祉事務所などにもあります。障害者の方へお知らせください。

��������	
�ご利用ください

区
長
の
在
任
期
間
に
関
す
る
条

例
案
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
賛

成
多
数
に
よ
り
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
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